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林業のデジタル化の推進に向けて
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お詫びと訂正
12月号の記事において、記載内容に

誤りがありました。

訂正箇所　２頁 団体の所在地

（誤）「兵庫県丹波市」
（正）「山口県柳井市」

2林野 2023.1 No.190

Contents

2023
No.190

林業のデジタル化の推進に向けて

03

12

森林環境譲与税を活用した取組　～地球を潤す森林環境保全へのプロセス～Vol.10
　静岡県 掛川市  市民とともに進める森林環境づくり～掛川市森林経営管理推進協議会の取組～

富士山国有林における近年のニホンジカ被害対策について

2022ミス日本みどりの女神　成田 愛純

国有林野事業の取組16

10

みどりの女神が行く！！

令和４年緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰
受賞者紹介

　緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは、緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった個人又は団体に対し、内閣総
理大臣が決定し、表彰を行うものです。
　令和４年は13の個人・団体が受賞されました。受賞者の方々をご紹介します。
　過去の受賞者については林野庁ウェブサイトをご覧ください。

https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html

https://www.contactus.maff.go.jp/rinya/form/kouhou/202301.html

webアンケートにご協力をお願いします！

株式会社平井料理システム「仏生山の森」（香川県高松市）
「仏生山の森」は、“100年続く庭”を目指して持続的な緑の環境づくりに取り組んでおり、
①　庭園や農園を備えた飲食施設を整備し、オープンガーデンに年間１万人以上を呼び込むなど、地域の活性化を
図っていること
②　祭りやイベントの場所を提供するなど地域住民や近隣の病院、保育所等と積極的な交流を図っていること
③　一年を通じて美しい庭園・農園を管理するとともに、園芸及び農業残渣の堆肥化・循環利用に取り組んでいる
こと
などが評価され、受賞されました。

1
04

09

年頭所感

令和５年度予算概算決定及び令和４年度補正予算の概要

フォレスター（森林総合監理士）活動書記

TOPICS 01

TOPICS 02

林野庁長官　織田 央

地域林業の将来を見据えた体制づくり

14

18
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新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
御

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
令
和
４
年
７
、
８
月
の

大
雨
、
相
次
ぐ
台
風
の
襲
来
な
ど
、

山
地
災
害
に
よ
り
各
地
で
甚
大
な

被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
の
御
冥
福
を
お
祈
り
す

築
物
等
の
整
備
等
に
加
え
、
再
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
た
取
組

へ
の
支
援
な
ど
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
森
林
資
源
の
循
環
利
用
確
立

に
向
け
た
取
組
を
総
合
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
伐
採
か
ら
再
造
林
・
保
育
に
至
る
収
支
の
プ
ラ
ス
転
換
を

可
能
と
す
る
「
新
し
い
林
業
」
の
経
営
モ
デ
ル
の
構
築
に
昨
年
か
ら

取
り
組
ん
で
お
り
、
従
来
の
施
業
方
法
等
を
見
直
し
、
エ
リ
ー
ト
ツ

リ
ー
や
I
C
T
等
の
新
技
術
の
導
入
に
よ
り
、
林
業
の
収
益
性
の
向

上
に
つ
な
が
る
経
営
モ
デ
ル
の
実
証
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

本
年
も
、
十
分
な
成
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
実
証
の
取
組
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
森
林
調
査
か
ら
原
木
の
生
産
・
流

通
に
至
る
林
業
活
動
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
フ
ル
活
用
し
生
産
性
の
高

い
林
業
を
実
践
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
林
業
戦
略
拠
点
」
の
構
築
に
取
り

組
む
考
え
で
す
。

そ
し
て
、
様
々
な
分
野
で
人
手
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
で
、

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
人
材
の
確
保
・
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
昨
年
10
月
に
、「
林
業
労
働
力

の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
」を
12
年
ぶ
り
に
変
更
し
、①「
新

し
い
林
業
」
の
実
現
に
必
要
な
人
材
の
確
保
・
育
成
の
推
進
、②
労
働

安
全
対
策
の
強
化
、③
林
業
へ
の
新
規
参
入
等
、
多
様
な
担
い
手
の
確

保
、④
女
性
の
活
躍
・
定
着
の
促
進
等
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

林
業
従
事
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
働
け
る
魅
力
あ
る
林
業
の
実
現

の
た
め
、
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

地
球
温
暖
化
対
策
計
画
に
掲
げ
る
我
が
国
の
2
0
3
0
年
度
の
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
や
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

達
成
に
向
け
て
、
森
林
の
有
す
る
地
球
温
暖
化
防
止
機
能
へ
の
関
心

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

森
林
由
来
の
J
‐
ク
レ
ジ
ッ
ト
へ
の
機
運
も
高
ま
っ
て
お
り
、
令

和
４
年
度
の
J
‐
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
森
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
新
規

登
録
件
数
は
、
昨
年
末
時
点
で
既
に
過
去
最
大
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

林
野
庁
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
昨
年
８
月
、
主
伐
後
の
再
造
林
の
実

施
に
よ
る
吸
収
源
の
増
大
に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
後
押
し
で

き
る
よ
う
J
-
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
大
幅
に
見
直
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
は
、
新
し
く
森
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
登
録
を
目
指
す
方
々
向
け

の
実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
作
成
し
て
さ
ら
な
る
実
施
者
の
裾
野
拡
大

を
目
指
す
と
と
も
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
需
要
者
と
な
る
企
業
等
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
る
こ
と
で
、
適
切
な
森
林
整
備
へ
の
資
金
循
環

を
促
し
、
環
境
と
経
済
の
好
循
環
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
く
考
え

で
す
。

ま
た
、
木
材
は
他
の
資
材
と
比
べ
て
製
造
時
の
二
酸
化
炭
素
排
出

量
も
少
な
く
、
木
造
化
・
木
質
化
し
た
建
築
物
は
炭
素
を
貯
蔵
で
き

る
と
い
う
点
か
ら
、
木
材
利
用
の
促
進
は
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
も
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、「
都
市
の

木
造
化
推
進
法
」
に
基
づ
き
、
農
林
水
産
大
臣
を
本
部
長
と
す
る
木

材
利
用
促
進
本
部
で
決
定
し
た
「
建
築
物
に
お
け
る
木
材
利
用
の
促

進
に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
沿
っ
て
、
一
層
の
国
産
材
利
用
促
進
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
C
L
T
や
木
質
耐
火
部
材
等
の
技
術
開
発
・

普
及
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
木
材
が
使
わ
れ
て

こ
な
か
っ
た
中
高
層
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
利
用
の
拡
大
に
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

森
林
経
営
管
理
制
度
と
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
令
和
元

年
度
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
４
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
令
和
６

年
度
か
ら
は
、
譲
与
税
の
財
源
と
な
る
森
林
環
境
税
の
課
税
が
始
ま

り
ま
す
。
そ
の
際
、
納
税
者
の
皆
様
に
新
た
な
税
の
負
担
を
御
理
解

頂
く
た
め
に
は
、
既
に
譲
与
さ
れ
た
譲
与
税
に
よ
る
取
組
の
成
果
を

世
に
示
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
本
年
は
森
林
環
境
譲
与
税

の
譲
与
基
準
見
直
し
に
向
け
て
も
重
要
な
年
と
な
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
市
町
村
や
都
道
府
県
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
森

林
経
営
管
理
制
度
や
譲
与
税
に
よ
る
取
組
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
林
野
庁
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
都
道
府

県
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
て
、
課
題
を
丁
寧
に
伺
い

な
が
ら
、
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
の
促
進
に
関
す
る

法
律
（
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
）
の
見
直
し
に
つ
い
て
で
す
。
違
法
伐

採
木
材
等
の
流
通
は
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
へ
の
影
響
や
、

木
材
市
場
に
お
け
る
公
正
な
取
引
に
害
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
に
よ
り
合
法
伐
採
木
材
等
の

流
通
・
利
用
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
法
施
行
か
ら
５
年
が

経
過
し
、
地
球
規
模
の
環
境
問
題
へ
の
注
目
の
高
ま
り
と
と
も
に
違

法
伐
採
が
話
題
と
な
る
中
、
各
国
に
お
い
て
関
連
す
る
法
令
の
制
定

や
改
正
の
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
関
係
省
庁

等
と
も
連
携
し
、木
材
の
安
定
的
な
供
給
に
も
留
意
し
な
が
ら
、川
上
・

水
際
の
木
材
関
連
事
業
者
に
よ
る
合
法
性
確
認
等
の
取
組
の
強
化
な

ど
、
法
律
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
等
を
通
じ
て
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
を
持
続
的

に
発
展
さ
せ
て
い
け
る
よ
う
、
ま
た
、
我
が
国
に
暮
ら
す
全
て
の
皆

様
が
森
林
の
多
面
的
機
能
の
恩
恵
を
末
永
く
享
受
で
き
る
よ
う
、

日
々
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。
本
年
も
関
係
者
の
皆
様
、
そ
し

て
国
民
の
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
、
実
り
多
き
素
晴

ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
全
て
の
方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
現
場
で
復
旧
・
復
興
に
御
尽
力
さ
れ
て
い
る
関
係
者

の
皆
様
方
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
林
野
庁
と
い
た

し
ま
し
て
も
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
依
然
と
し
て
社
会
・
経
済
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
中
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
や
ロ
シ
ア
・
ウ

ク
ラ
イ
ナ
を
巡
る
情
勢
、
急
激
な
円
安
の
進
行
な
ど
、
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
そ
の
複
雑
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
毎
年
の
よ
う
に
大
規
模
な
豪
雨
災
害
や
土
砂
災
害
等

が
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
国
民
の
皆
様
の
生
命
・
生
活
を

守
る
た
め
、
森
林
の
有
す
る
災
害
防
止
機
能
や
水
源
涵
養
機
能
の
重

要
性
が
一
層
増
し
て
お
り
ま
す
。

林
野
庁
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
令
和
３
年
６
月
に
改
訂
し
た
森
林
・

林
業
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
森
林
資
源
の
適
正
な
管
理・利
用
を
通
じ
、

林
業
・
木
材
産
業
の
持
続
性
を
高
め
な
が
ら
成
長
発
展
さ
せ
る
こ
と

で
、
社
会
経
済
生
活
の
向
上
と
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
寄
与
す
る
「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
の
実
現
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

現
下
の
課
題
に
的
確
に
対
応
し
、
生
産
基
盤
の
強
化
に
よ
る
海
外
情

勢
の
影
響
を
受
け
に
く
い
木
材
の
需
給
構
造
の
構
築
、
森
林
整
備
や

治
山
対
策
等
に
よ
る
森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
や
国
土
の
強
靭
化

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
林
野
庁
の
本
年
の
主
な
取
組
に
つ
い
て
御
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
木
材
需
要
に
的
確
に
対
応
で
き
る
安
定
的
・
持
続
可
能
な
供

給
体
制
の
構
築
に
向
け
、木
材
加
工
流
通
施
設
の
整
備
、路
網
の
整
備
・

機
能
強
化
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
、
搬
出
間
伐
、
木
造
公
共
建

年
頭
所
感

織
田 

央

林
野
庁
長
官

ま
　
ち



報
把
握
に
要
す
る
労
力
が
３
分
の
１
に
抑

え
ら
れ
た
事
例
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
近
年
は
、
森
林
の
各
種
情
報
を
ま

と
め
た
「
森
林
簿
」
や
紙
図
面
で
作
ら
れ

て
い
た
「
森
林
基
本
図
」
等
の
情
報
を
デ

ジ
タ
ル
化
し
て
一
元
的
に
管
理
す
る
「
森

林
ク
ラ
ウ
ド
」
の
整
備
が
各
都
道
府
県
で

進
ん
で
お
り
、
そ
こ
に
レ
ー
ザ
計
測
し
た

デ
ー
タ
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
市
町

村
や
森
林
組
合
等
の
関
係
者
に
よ
る
森
林

情
報
の
活
用
が
容
易
に
な
っ
て
い
ま
す

（
図
４
）。

　
　
　
経
験
か
ら
I
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に
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る
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へ

木
材
の
生
産
管
理（
伐
採・造
材
、輸
送
・

販
売
し
た
木
材
の
量
的
把
握
や
現
場
の
進

捗
管
理
）
の
場
面
で
も
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
従
来
、
伐

採
・
造
材
し
た
丸
太
の
数
量
を
把
握
す
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た
社
会
状
況
の
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化
に
も
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し
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い
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必
要
が
あ
り
ま
す
。
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た
め
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は
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・
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ボ
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を
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と
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る
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目
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ま
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い
発
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を
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げ
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る
新
技
術
を
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し
て
、
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を
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者
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女
性
に
と
っ
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も
魅
力
的
な
成
長
産
業
へ

と
変
革
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん

（
図
１
）。
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に
「
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シ
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ン
現
場
実
装
推
進
プ
ロ
グ
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ム
」
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
、
林
業
へ
の

新
し
い
技
術
の
導
入
・
活
用
を
進
め
て
い

ま
す
。
以
下
に
、
レ
ー
ザ
計
測
や
ア
プ
リ

の
利
用
に
よ
る
デ
ー
タ
連
携
な
ど
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
取
組
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
展
開
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
記
憶
か
ら
デ
ジ
タ
ル
記
録
の
森
林

　
　
　
管
理
へ

従
来
、
森
林
情
報
（
樹
木
の
大
き
さ
や

種
類
、
森
林
の
蓄
積
や
地
形
）
を
把
握
す

る
た
め
に
は
、
現
地
を
歩
き
、
樹
木
一
本

一
本
を
調
査
し
て
い
た
た
め
、
人
手
と
時

間
を
要
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
調
査
の

精
度
が
調
査
者
の
技
量
や
経
験
に
左
右
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
人
手
に
よ
る
現
地
調
査
に

代
わ
っ
て
、
レ
ー
ザ
計
測
に
よ
る
森
林
資

源
情
報
の
解
析
が
進
ん
で
い
ま
す（
図
２
）。
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は
、
レ
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ザ
測
量
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空
機
や
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ロ
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を
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て
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に
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レ
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ザ
を
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射

し
、
樹
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の
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や
形
状
、
地
形
に
関
す

る
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報
を
パ
ソ
コ
ン
上
で
３
次
元
的
に
把

握
す
る
調
査
手
法
で
す
。
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は
、
上
空

か
ら
の
レ
ー
ザ
照
射
に
加
え
、
地
上
か
ら

レ
ー
ザ
を
照
射
し
、
樹
形
等
に
つ
い
て
よ

り
詳
細
に
把
握
す
る
手
法
も
進
み
つ
つ
あ

り
ま
す
（
図
３
）。

こ
う
し
て
取
得
し
た
デ
ー
タ
を
解
析
す

る
こ
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に
よ
り
、
森
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内
の
既
存
の
路
網

の
位
置
や
尾
根
・
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等
の
地
形
情
報
の
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か
、
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一
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の
位
置
や
高
さ
、
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に
森
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の
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積
を
推
定
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
森
林
の
資
源
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は
じ
め
に

日
本
の
森
林
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積
は
約
25
百
万
ha
と
国

土
面
積
の
う
ち
約
３
分
の
２
を
占
め
て
お

り
、
そ
の
う
ち
約
千
万
ha
が
過
去
に
人
の

手
で
植
栽
を
し
た
人
工
林
で
す
。
今
で
は

こ
れ
ら
の
人
工
林
を
中
心
に
森
林
資
源
を

収
穫
・
利
用
で
き
る
時
期
が
到
来
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
日
本
の
林
業
で
は
長
期
に

渡
り
植
栽
木
の
育
成
段
階
に
あ
り
収
益
を

上
げ
る
こ
と
が
困
難
で
し
た
が
、
今
後
は

充
実
し
た
資
源
を
収
穫
し
て
、
そ
の
利
益

を
山
元
に
還
元
し
な
が
ら
再
造
林
を
進
め

る
資
源
の
循
環
利
用
を
い
か
に
し
て
確
実

な
も
の
に
す
る
か
と
い
う
新
た
な
局
面
を

迎
え
て
い
ま
す
。

林
野
庁
が
進
め
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
森
林
資
源
の
利
用
や
素
材
生

産
の
生
産
性
の
向
上
に
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け
た
取
組
を
紹

介
し
ま
す
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
林
業

　
　
　
・
木
材
産
業
の
将
来
像

森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
実
現
す
る
上

で
、
素
材
生
産
の
生
産
性
の
向
上
、
労
働

災
害
の
抑
制
、
造
林
作
業
の
省
力
化
･
低

コ
ス
ト
化
と
い
っ
た
様
々
な
課
題
を
乗
り

越
え
て
い
く
と
と
も
に
、
人
口
減
少
･
高

齢
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
制
約
と
い
っ

Point1

Point3

Point4

Point5

• 資源・境界情報をデジタル化することで、人手
と時間をかけることなく、森林を管理・利用

• レーザ計測、ドローン、ICT機器を使用し、路
網を効率的に整備・管理

• 伐採～運搬作業を自動化することで、
林業生産性をアップ

• 人による作業を少なくし、労働災害の

• 一貫作業、低密植栽、ドローン等により、造林
作業を省力化・軽労化し、コストも削減

• 人力に頼る造林作業、特に、夏場の過酷な下
刈り作業から解放

•経験則に頼る木材の生産管理にITを導入

•資源・境界の管理、生産計画の策定、木材生
産の進捗管理、事業の精算を効率的に運営

Point2

Point3

・日本の厳しい地形条件等に起因するきつい・危険・高コストの３Ｋ林業や、記憶・経験に頼る林業から脱却するため、ICT等を活用し資源管理や

生産管理を行う「スマート林業」や、自動化機械の開発、エリートツリー等の育種などの技術革新により、伐採・搬出や造林を省力化・軽労化

・日本固有のスギから製造する「改質リグニン」などの木質新素材により、林業の枠を超える新たな産業を創造

• 従来の木材利用に加え、改質リグニン、CNF（セルロースナノファイバー）等の開発・普及により、新た

な利用を推進

• 「林業」の枠を超える産業・価値を創出するとともに、プラスチック代替製品として身近に利用

記憶から、デジタル記録の森林管理へ

丸太オンリーからの脱却

３Ｋ林業からの解放（生産）

収穫50→30年へ
林業の時間軸を変える
早く育てて収穫できる林業の実現

エリートツリー、コウヨウザンなど
早生樹の活用

経験から、ICTによる生産管理へ

３Ｋ林業からの解放（造林）

発生しやすい作業を根絶やしに

図1　林業イノベーションの展開方向
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検
収
」
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、
現
場
で
作
業
員
が
一
本
一
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に
定
規
を
当
て
て
計
測
し
、
野
帳
に
記

入
し
、事
務
所
で
伝
票
を
作
成
す
る
な
ど
、

情
報
の
整
理
・
共
有
に
時
間
と
労
力
が
か

か
っ
て
い
ま
し
た
。
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す
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こ
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で
、
市
町

村
や
森
林
組
合
等
の
関
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者
に
よ
る
森
林

情
報
の
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用
が
容
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に
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す

（
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４
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採・造
材
、輸
送
・

販
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木
材
の
量
的
把
握
や
現
場
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進

捗
管
理
）
の
場
面
で
も
デ
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ル
技
術
の

活
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み
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技
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に
左
右
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
人
手
に
よ
る
現
地
調
査
に
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、
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森
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情
報
の
解
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が
進
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把
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手
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日
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約
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去
に
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利
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実
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る
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で
、
素
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の
向
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、
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制
、
造
林
作
業
の
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力
化
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化
と
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た
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を
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り
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と
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に
、
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･
高

齢
化
、
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制
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と
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図2　航空レーザ計測データを用いた 森林資源　  情報の解析（レーザ計測で得られる情報の一例）　
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4

図4　森林クラウドシステムの利用イメージ図

レーザ計測 森林クラウド

搭
載

二次利用

Ｂ
Ｐ

Ｅ
Ｐ

机上での資源管理・路網設計等

「樹高」が見える

「現況」が見える

オルソ画像

「地形」が見える

微地形表現図

樹木下の
微地形も
把握可能

林内
作業道

尾根線

谷線

「林相」が見える

列状境界木

レーザ林相図

境界木

植生界
が明瞭

林業のデジタル化の推進に向けて

１ｓｔパルス → 林冠の高さ（樹高）、樹冠疎密度、本数等が判読できる

Lastパルス → 地表面の標高、地形が判読できる

図3　地上レーザ計測による森林の解析
      （レーザ計測で得られる情報の一例）
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に
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、
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・
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「
検
収
」
は
、
現
場
で
作
業
員
が
一
本
一

本
に
定
規
を
当
て
て
計
測
し
、
野
帳
に
記

入
し
、事
務
所
で
伝
票
を
作
成
す
る
な
ど
、

情
報
の
整
理
・
共
有
に
時
間
と
労
力
が
か

か
っ
て
い
ま
し
た
。

近
年
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
携
帯
端

末
上
で
木
材
検
収
ソ
フ
ト
（
図
５
）
を
活

用
し
て
、
生
産
デ
ー
タ
を
デ
ジ
タ
ル
管
理

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
検
収
に
要
す
る
労

力
が
８
割
低
減
さ
れ
た
事
例
も
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
場
と
事
務
所
、
取

引
先
な
ど
の
関
係
者
と
の
迅
速
な
情
報
共

有
が
可
能
に
な
っ
た
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
の

配
車
計
画
の
効
率
化
に
よ
り
、
輸
送
コ
ス
ト

の
低
減
を
図
っ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

長
野
県
で
は
民
有
林
に
お
け
る
航
空
レ

ー
ザ
計
測
が
全
域
で
完
了
し
て
お
り
、
全

今
後
も
、
林
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
、
異
分
野
の
知
見
や

技
術
、
人
材
も
活
用
し
な
が
ら
、
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
森
ハ
ブ
と
デ
ジ
タ
ル
林
業
戦
略　

　
　
　
拠
点

林
野
庁
で
は
、
令
和
３
年
度
に
異
分
野

の
技
術
探
索
や
産
学
官
の
様
々
な
知
見
者

に
よ
る
先
進
技
術
方
策
の
検
討
な
ど
を
行

う
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
セ
ン
タ
ー

（
森
ハ
ブ
）
を
設
置
し
、
林
業
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
の
形
成
に
向
け
た
支

援
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と

は
、
一
般
的
に
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
が
共
通
の
課
題
認
識
の
も
と
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
組
成
し
、
断
続
的
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
創
出
さ
れ
る
構
造
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
林
業
分
野
に
お
い
て
も
、
様
々

な
課
題
の
解
決
を
進
め
る
た
め
、
こ
の
構

造
を
確
立
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
森
ハ
ブ
は
、
林
業
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
加
速
化
す
る
と
と
も
に
、
技

術
の
現
場
実
装
を
実
現
し
、
林
業
の
課
題

解
決
を
促
進
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
（
図
８
）。

国
に
先
駆
け
て
森
林
資
源
情
報
が
デ
ジ
タ

ル
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
信
州
森
林
組
合

で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
資
源
デ
ー
タ
を

用
い
る
こ
と
で
、
事
業
計
画
を
立
て
る
段

階
で
現
場
ご
と
の
大
ま
か
な
伐
採
予
定
数

量
を
事
前
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
木
材

検
収
ソ
フ
ト
で
日
々
の
伐
採
量
を
検
知

し
、
現
場
作
業
の
進
捗
を
管
理
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
が

各
現
場
で
造
材
さ
れ
た
原
木
量
の
デ
ー
タ

を
集
約
し
、
効
率
の
良
い
配
車
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
森
林
資
源

の
デ
ー
タ
と
生
産
現
場
の
デ
ー
タ
を
連
携

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
計
画
か
ら
、

伐
採
、
輸
送
ま
で
効
率
の
良
い
林
業
を
実

現
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
（
図
６
）。

　
　
　
３
Ｋ
林
業
か
ら
の
解
放

林
野
庁
で
は
、ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
た「
林

業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
現
場
実
装
推
進
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
、伐
採・集
材・運
材
・

造
林
作
業
の
自
動
化
や
遠
隔
操
作
技
術
、

森
林
内
で
利
用
可
能
な
通
信
技
術
な
ど
の

開
発
・
実
証
を
進
め
て
お
り
、
林
業
を
き

つ
い
・
危
険
・
高
コ
ス
ト
の
３
Ｋ
か
ら
解

放
し
、
若
い
人
た
ち
に
と
っ
て
も
魅
力
の

あ
る
産
業
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

森
林
内
は
、
平
地
と
異
な
り
、
地
形
が

複
雑
で
、
ま
た
、
立
木
等
に
遮
ら
れ
る
こ

と
か
ら
電
波
が
減
衰
し
や
す
く
、
無
線
通

信
が
困
難
な
場
所
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
G
N
S
S
等
の
測
位
情
報
も
不
安
定

で
、
精
度
が
低
下
し
、
林
業
機
械
の
自
動

化
や
遠
隔
操
作
化
を
進
め
て
い
く
た
め
の

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
林
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
お
い
て
は
、
通
信
技
術
の
進
展
も
重
要

で
す
。
令
和
４
年
度
に
は
、
機
械
メ
ー
カ

ー
と
通
信
会
社
等
が
連
携
し
、
令
和
２
年

度
よ
り
開
発
を
進
め
て
き
た
小
型
下
刈
り

作
業
機
械
に
通
信
カ
メ
ラ
や
I
o
T
デ
バ

イ
ス
等
を
取
り
入
れ
、
通
信
を
活
用
し
た

遠
隔
操
作
の
た
め
の
改
良
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
森
林
内
に
通
信
中
継
器
を
装

着
し
た
バ
ル
ー
ン
を
導
入
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
繋
が
る
通
信
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
か
か
る
実
証
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す

（
図
７
）。

図5　木材検収ソフトによる丸太の検知

図7　通信システムを活用した下刈り作業機械の遠隔操作化に向けた実証イメージ図
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図6　長野県北信地域における取組の概要
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「
検
収
」
は
、
現
場
で
作
業
員
が
一
本
一

本
に
定
規
を
当
て
て
計
測
し
、
野
帳
に
記

入
し
、事
務
所
で
伝
票
を
作
成
す
る
な
ど
、

情
報
の
整
理
・
共
有
に
時
間
と
労
力
が
か

か
っ
て
い
ま
し
た
。

近
年
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
携
帯
端

末
上
で
木
材
検
収
ソ
フ
ト
（
図
５
）
を
活

用
し
て
、
生
産
デ
ー
タ
を
デ
ジ
タ
ル
管
理

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
検
収
に
要
す
る
労

力
が
８
割
低
減
さ
れ
た
事
例
も
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
場
と
事
務
所
、
取

引
先
な
ど
の
関
係
者
と
の
迅
速
な
情
報
共

有
が
可
能
に
な
っ
た
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
の

配
車
計
画
の
効
率
化
に
よ
り
、
輸
送
コ
ス
ト

の
低
減
を
図
っ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

長
野
県
で
は
民
有
林
に
お
け
る
航
空
レ

ー
ザ
計
測
が
全
域
で
完
了
し
て
お
り
、
全

今
後
も
、
林
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
、
異
分
野
の
知
見
や

技
術
、
人
材
も
活
用
し
な
が
ら
、
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
森
ハ
ブ
と
デ
ジ
タ
ル
林
業
戦
略　

　
　
　
拠
点

林
野
庁
で
は
、
令
和
３
年
度
に
異
分
野

の
技
術
探
索
や
産
学
官
の
様
々
な
知
見
者

に
よ
る
先
進
技
術
方
策
の
検
討
な
ど
を
行

う
林
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
セ
ン
タ
ー

（
森
ハ
ブ
）
を
設
置
し
、
林
業
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
の
形
成
に
向
け
た
支

援
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
と

は
、
一
般
的
に
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
が
共
通
の
課
題
認
識
の
も
と
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
組
成
し
、
断
続
的
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
創
出
さ
れ
る
構
造
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
林
業
分
野
に
お
い
て
も
、
様
々

な
課
題
の
解
決
を
進
め
る
た
め
、
こ
の
構

造
を
確
立
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
森
ハ
ブ
は
、
林
業
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
加
速
化
す
る
と
と
も
に
、
技

術
の
現
場
実
装
を
実
現
し
、
林
業
の
課
題

解
決
を
促
進
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
（
図
８
）。

国
に
先
駆
け
て
森
林
資
源
情
報
が
デ
ジ
タ

ル
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
信
州
森
林
組
合

で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
資
源
デ
ー
タ
を

用
い
る
こ
と
で
、
事
業
計
画
を
立
て
る
段

階
で
現
場
ご
と
の
大
ま
か
な
伐
採
予
定
数

量
を
事
前
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
木
材

検
収
ソ
フ
ト
で
日
々
の
伐
採
量
を
検
知

し
、
現
場
作
業
の
進
捗
を
管
理
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
長
野
県
森
林
組
合
連
合
会
が

各
現
場
で
造
材
さ
れ
た
原
木
量
の
デ
ー
タ

を
集
約
し
、
効
率
の
良
い
配
車
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
森
林
資
源

の
デ
ー
タ
と
生
産
現
場
の
デ
ー
タ
を
連
携

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
計
画
か
ら
、

伐
採
、
輸
送
ま
で
効
率
の
良
い
林
業
を
実

現
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
（
図
６
）。

　
　
　
３
Ｋ
林
業
か
ら
の
解
放

林
野
庁
で
は
、ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
た「
林

業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
現
場
実
装
推
進
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
、伐
採・集
材・運
材
・

造
林
作
業
の
自
動
化
や
遠
隔
操
作
技
術
、

森
林
内
で
利
用
可
能
な
通
信
技
術
な
ど
の

開
発
・
実
証
を
進
め
て
お
り
、
林
業
を
き

つ
い
・
危
険
・
高
コ
ス
ト
の
３
Ｋ
か
ら
解

放
し
、
若
い
人
た
ち
に
と
っ
て
も
魅
力
の

あ
る
産
業
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

森
林
内
は
、
平
地
と
異
な
り
、
地
形
が

複
雑
で
、
ま
た
、
立
木
等
に
遮
ら
れ
る
こ

と
か
ら
電
波
が
減
衰
し
や
す
く
、
無
線
通

信
が
困
難
な
場
所
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
G
N
S
S
等
の
測
位
情
報
も
不
安
定

で
、
精
度
が
低
下
し
、
林
業
機
械
の
自
動

化
や
遠
隔
操
作
化
を
進
め
て
い
く
た
め
の

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
林
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
お
い
て
は
、
通
信
技
術
の
進
展
も
重
要

で
す
。
令
和
４
年
度
に
は
、
機
械
メ
ー
カ

ー
と
通
信
会
社
等
が
連
携
し
、
令
和
２
年

度
よ
り
開
発
を
進
め
て
き
た
小
型
下
刈
り

作
業
機
械
に
通
信
カ
メ
ラ
や
I
o
T
デ
バ

イ
ス
等
を
取
り
入
れ
、
通
信
を
活
用
し
た

遠
隔
操
作
の
た
め
の
改
良
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
森
林
内
に
通
信
中
継
器
を
装

着
し
た
バ
ル
ー
ン
を
導
入
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
繋
が
る
通
信
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
か
か
る
実
証
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す

（
図
７
）。
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図8　イノベーションエコシステムの形成をサポートするプラットフォーム機能のイメージ図

断続的に自発的な
イノベーションが起きる

地域
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令
和
５
年
度
か
ら
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成
と
森
ハ
ブ
に
よ

る
支
援
体
制
の
構
築
を
目
指
し
、
森
ハ
ブ

に
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
組
成
等
を
支

援
す
る
機
能
を
追
加
す
る
予
定
で
す
。
そ

の
支
援
機
能
を
活
用
し
、
森
ハ
ブ
か
ら
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
派
遣
等
を
行
う
こ
と

で
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
デ
ジ
タ
ル
林
業

に
取
り
組
む
「
デ
ジ
タ
ル
林
業
戦
略
拠
点
」

な
ど
の
組
成
を
促
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

「
デ
ジ
タ
ル
林
業
戦
略
拠
点
」
は
、
こ

れ
ま
で
林
業
の
工
程
の
一
部
分
で
点
的
に

取
り
組
ま
れ
て
き
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
を
、
地
域
一
体
で
林
業
活
動
に
フ
ル
活

用
す
る
面
的
な
取
組
へ
と
進
め
る
も
の
で

す
。
行
政
機
関
、
森
林
組
合
や
林
業
事
業

体
等
の
原
木
供
給
者
、
製
材
工
場
等
の
原

木
の
需
用
者
に
加
え
て
、
大
学
・
研
究
機

関
、
林
業
サ
ー
ビ
ス
事
業
体
・
機
械
メ
ー

カ
ー
、
金
融
機
関
等
の
多
様
な
プ
レ
イ
ヤ

ー
か
ら
構
成
さ
れ
る
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
が
主
体
と
な
っ
て
、
森
林
調
査
か
ら
原

木
の
生
産
・
流
通
に
至
る
林
業
活
動
の
複

数
の
工
程
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す
る

枠
組
み
を
想
定
し
て
い
ま
す
（
図
９
）。

林
業
活
動
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
取
り
入

れ
る
こ
と
で
、
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
全

体
が
共
通
の
利
益
を
享
受
し
、
更
に
新
た

な
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
や
改
良
に
繋
げ

る
循
環
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
お
わ
り
に

近
年
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
含
む
、
様
々

な
新
し
い
技
術
の
進
展
は
目
覚
ま
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
林
業
界
も
そ
の
技
術
を

取
り
入
れ
、
効
率
化
、
省
力
化
を
図
り
、

魅
力
の
あ
る
産
業
へ
と
変
革
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

林
野
庁
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
ス
マ
ー
ト

林
業
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル【
準
備
編
】と【
導

入
編
】
を
作
成
し
た
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
林

業
に
関
す
る
教
育
等
の
普
及
活
動
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
森
ハ
ブ
に
よ
る

支
援
等
も
活
用
し
な
が
ら
、
そ
の
地
域
の

林
業
の
作
業
シ
ス
テ
ム
や
商
習
慣
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
活
用
経
験
等
に
応
じ
て
、
地

域
の
林
業
関
係
者
が
主
体
的
に
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
を
進
め
る
取
組
を
促
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

7

再造林の省力・低コスト化森林調査・施業の集約化

デジタル・通信技術の活用

新たな森林サービスの創出

・ドローンを活用した植栽や下刈りの施工
　管理
・遠隔操作植付機、下刈機等の導入
・ICT を活用したシカの効率的な捕獲
　など

・地上レーザやドローンを活用した高精度　
　な森林資源や地形のデジタル情報の取得
・生産量や伐採収益の推定ソフトや、路網
　計画支援ソフトの活用など

伐採・流通の効率化

・ICT 技術を活用した生産管理（複数の現場
　の生産量・質・場所等の情報共有・一元化）
・製材工場等の需要と山側の原木生産・供給  
　のマッチング
・原木輸送トラックの配車の自動化・効率化
　など

・森林に適した通信技術の実証と改良
・LPWAを活用した安全管理など

・デジタルを活用した新たな森林産業の創
　出など

デジタル森林浴

木材検収システム

トラック運材の効率化

需給マッチングシステムの構築

断続的・自発的なイノベーション
（開発・改良を加えながら、デジタル林業が自律的に進展）

図9　デジタル林業戦略拠点構築推進事業
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　ウッドデザイン賞は、木で暮らしと社会を豊かにするモノ・コトを表彰し、国内外に発信す
る顕彰制度です。木材の利用拡大のためには、消費者の皆さんに、木の良さや価値を再発見
できる建物、製品、取組など具体的に提示することが必要との考えから2015年に創設され
ました。
　第８回となる今年度は、最優秀賞に経済産業大臣賞、国土交通大臣賞、環境大臣賞が新
設されました。全国各地から330点の応募があり、188点がウッドデザイン賞を受賞しまし
た。さらに、この受賞作品の中から、最優秀賞等上位賞が選ばれ、12月７日（水）の表彰式で
は、勝俣農林水産副大臣より祝辞とともに最優秀賞が贈呈されました。

「ウッドデザイン賞2022」最優秀賞等が決定！

最優秀賞のご紹介

優秀賞（林野庁長官賞）のご紹介

MOKUWELL HOUSE　㈱MEC Industry（鹿児島県）
地域密着型のサプライチェーンから生まれた木造のプレファブリック住宅。高品質と
低価格の両立、地域材の高付加価値化、木の魅力を存分に味わえる空間を提供。

農
林
水
産
大
臣
賞

国
土
交
通
大
臣
賞

経
済
産
業
大
臣
賞

環
境
大
臣
賞

Port Plus 
大林組横浜研修所
㈱大林組（東京都）

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
部
門
（
３
点
）

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
部
門
（
３
点
）

ハ
ー
ト
フ
ル
デ
ザ
イ
ン
部
門
（
３
点
）

　　 ワーカーのウェルビーイングな働き方を
サポートするビッグテーブル「シルタ」　㈱イトーキ（東京都）

複合材を天板内に収納して軽量化と強度を確保。本物の無垢の木の質感が味わえ、
木のぬくもりによるストレス軽減や、集中力向上の効果も併せて実証。

HULIC &New GINZA 8　㈱竹中工務店（東京都）、ヒューリック㈱（東京都）ほか
シンボル的な木造建築が多くの人の目に触れる都市部に建ち、その価値や魅力を発

　　　　信。都市における木材利用による炭素固定を促すモデルの先進例。

SANU 2nd Home　㈱Sanu（東京都）ほか
極力、釘やビスを使わない解体しやすい建築とし、収益の一部で植林を行うなど、サ
ーキュラー型建築を実現。サブスクで農山村地域等への訪問も促進。

シェルターインクルーシブプレイスコパル
（山形市南部児童遊戯施設）

山形市（山形県）ほか

Do kit yourself 家具キット
㈱維鶴木工（奈良県）

木製浮き基礎工法
越井木材工業㈱（大阪府）

禅坊 靖寧
㈱坂茂建築設計（東京都）ほか

木製自転車スポーツタイプ
TR-S型E-Thruタイプ
カネモク工業㈱（東京都）

みなみあいづ森と木の情報・活動
ステーション「きとね」
南会津町（福島県）

森への入り口をお届けします
～森デリバリー～

㈱東京チェンソーズ（東京都）

バウマイスターの家
㈱平成建設（静岡県）ほか
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、
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等
の
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定
供
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備
等
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築
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に
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技
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持
続
的
・
安
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的
な
供
給
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制
の
構
築
、
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材
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Ｔ
等
の
建
築
物
へ
の
利
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備
等
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ま
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の
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木
材
製
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進
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特
用
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産
物

の
需
要
拡
大
・
生
産
性
向
上
、
合
法
伐
採
木
材
等
の
利
用

促
進
等
を
支
援
し
ま
す
。

「
新
し
い
林
業
」
に
向
け
た
林
業
経
営
育
成
対
策

伐
採
か
ら
再
造
林
・
保
育
に
至
る
収
支
を
プ
ラ
ス
転
換

す
る
「
新
し
い
林
業
」
の
実
現
に
向
け
、
新
た
な
技
術
の

導
入
に
よ
る
経
営
モ
デ
ル
の
構
築
等
を
推
進
し
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
国
民
運
動
展
開

対
策植

樹
等
の
森
林
づ
く
り
や
木
材
利
用
を
国
民
運
動
と
し
て

進
め
て
い
く
た
め
、
企
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
、
建
築
物
等
で
の
木
材
利
用
拡
大
の
機
運
醸
成
、

森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
創
出
拡
大
に
係
る
取
組
等
を
推
進
し
ま
す
。

国
内
森
林
資
源
活
用
・
木
材
産
業
国
際
競
争
力
強
化
対
策

〈
一
部
公
共
〉

【
４
補
正
：
4
9
9
億
円
の
内
数
】

木
材
製
品
の
国
際
競
争
力
や
輸
出
目
標
達
成
に
向
け
た

木
材
産
業
の
体
質
強
化
、
原
木
の
生
産
基
盤
整
備
、
木
材

製
品
等
の
輸
出
・
消
費
拡
大
や
、
海
外
情
勢
の
影
響
を
受

け
に
く
い
需
給
構
造
構
築
に
向
け
た
国
産
材
供
給
力
の
強

化
、国
産
製
品
等
へ
の
転
換
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進
、

き
の
こ
の
生
産
資
材
高
騰
対
策
等
を
支
援
し
ま
す
。

林
業
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
対
策

【
５
当
初
：
６
億
円
】

林
業
機
械
の
自
動
化
・
遠
隔
操
作
化
や
木
質
系
新
素
材

の
開
発
・
実
証
、
森
林
資
源
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

等
を
活
用
し
た
生
産
管
理
の
効
率
化
、
地
域
一
体
と
な
っ

て
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
フ
ル
活
用
す
る
戦
略
拠
点
の
構
築
等

を
支
援
し
ま
す
。

林
業
・
木
材
産
業
に
お
け
る
「
人
へ
の
投
資
」
総
合
対
策

【
５
当
初
：
47
億
円
等
、
４
補
正
：
３
億
円
】

新
規
就
業
者
等
へ
の
体
系
的
な
研
修
、
就
業
前
の
青
年

へ
の
給
付
金
支
給
、
高
校
生
等
の
就
業
体
験
や
女
性
の
活

躍
、
森
林
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
育
成
、
労
働
力
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、

外
国
人
材
の
受
け
入
れ
に
向
け
た
条
件
整
備
、
労
働
安
全

対
策
、
森
林
経
営
管
理
制
度
を
担
う
技
術
者
の
育
成
等
、

多
様
な
担
い
手
の
確
保
・
育
成
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

森
林
・
山
村
地
域
振
興
対
策　
　
　
　
【
５
当
初
：
11
億
円
】

森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
と
関
係
人
口
の
拡
大
に
よ

る
山
村
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
地
域
の
活
動
組
織

が
実
施
す
る
森
林
の
保
全
管
理
、
森
林
資
源
の
利
用
、
新

た
な
森
林
コ
ン
テ
ン
ツ
の
育
成
・
普
及
に
向
け
た
取
組
等

を
支
援
し
ま
す
。

花
粉
発
生
源
対
策
推
進
事
業　
　
　
　
【
５
当
初
：
１
億
円
】

花
粉
症
対
策
苗
木
や
広
葉
樹
等
へ
の
植
替
え
、
花
粉
飛

散
防
止
剤
の
実
証
、
ス
ギ
雄
花
の
着
花
状
況
等
の
調
査
の

実
施
と
ヒ
ノ
キ
雄
花
の
観
測
精
度
向
上
の
た
め
の
調
査
手

法
の
開
発
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
成
果
の
普
及
啓
発
等
を
一

体
的
に
支
援
し
ま
す
。

森
林
整
備
事
業
〈
公
共
〉

【
５
当
初
：
1
，
2
5
2
億
円
、
４
補
正
：
4
3
9
億
円
】

森
林
吸
収
量
の
確
保
・
強
化
や
国
土
強
靱
化
、
林
業
の

持
続
的
発
展
等
の
た
め
、
間
伐
の
着
実
な
実
施
に
加
え
、

主
伐
後
の
再
造
林
、
幹
線
と
な
る
林
道
の
開
設
・
改
良
等

を
推
進
し
ま
す
。

治
山
事
業
〈
公
共
〉

【
５
当
初
：
6
2
3
億
円
、
４
補
正
：
2
5
6
億
円
】

激
化
す
る
降
水
形
態
や
活
発
化
す
る
地
震
及
び
火
山
活

動
に
対
応
す
る
た
め
、
機
動
的
な
事
業
実
施
等
に
よ
る
復

旧
の
加
速
化
・
効
率
化
、
危
険
度
の
高
ま
っ
た
地
域
に
お

け
る
事
前
防
災
力
の
向
上
等
を
推
進
し
ま
す
。
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令
和
５
年
度
林
野
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度

補
正
予
算
（
第
２
号
）
と
合
わ
せ
て
、
総
額
4
，
2
1
8
億

円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
公
共
事
業
（
森
林
整
備
事
業
・
治
山
事
業
）
は
、

令
和
５
年
度
当
初
予
算
と
し
て
1
，
8
7
5
億
円
、
令
和

４
年
度
補
正
予
算
（
第
２
号
）
と
し
て
6
9
5
億
円
、
路

網
の
整
備
・
機
能
強
化
対
策
（
非
公
共
）
64
億
円
（
当
初
・

補
正
）
を
措
置
し
、
総
額
2
，
6
3
4
億
円
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。

主
要
事
業
ご
と
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
グ
リ
ー
ン
成
長
総
合
対
策

【
５
当
初
：
98
億
円
、
４
補
正
：
4
9
9
億
円
の
内
数
】

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
見
据
え
た
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
成
長
を
実
現
す
る
た
め
、
川

上
か
ら
川
下
ま
で
の
取
組
を
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

林
業
・
木
材
産
業
循
環
成
長
対
策

安
定
的
・
持
続
可
能
な
木
材
供
給
体
制
の
構
築
と
森
林

資
源
の
循
環
利
用
の
確
立
に
向
け
、
木
材
加
工
流
通
施
設

の
整
備
、
路
網
の
整
備
・
機
能
強
化
、
高
性
能
林
業
機
械

　
令
和
５
年
度
当
初
予
算
が
12
月
23
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
令
和
４
年
度
補
正
予
算
（
第
２
号
）

が
12
月
2
日
に
成
立
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
林
野
庁
の
主
な
施
策
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
予
算
概
算
決
定
及
び

令
和
４
年
度
補
正
予
算
の
概
要
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築
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火
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J
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築
、
製
材
や
Ｃ

Ｌ
Ｔ
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。

木
材
需
要
の
創
出
・
輸
出
力
強
化
対
策

非
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宅
等
の
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果
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法
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新
し
い
林
業
」
に
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け
た
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業
経
営
育
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策
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か
ら
再
造
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・
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収
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を
プ
ラ
ス
転
換

す
る
「
新
し
い
林
業
」
の
実
現
に
向
け
、
新
た
な
技
術
の

導
入
に
よ
る
経
営
モ
デ
ル
の
構
築
等
を
推
進
し
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
国
民
運
動
展
開

対
策植

樹
等
の
森
林
づ
く
り
や
木
材
利
用
を
国
民
運
動
と
し
て

進
め
て
い
く
た
め
、
企
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
、
建
築
物
等
で
の
木
材
利
用
拡
大
の
機
運
醸
成
、

森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
創
出
拡
大
に
係
る
取
組
等
を
推
進
し
ま
す
。

国
内
森
林
資
源
活
用
・
木
材
産
業
国
際
競
争
力
強
化
対
策

〈
一
部
公
共
〉

【
４
補
正
：
4
9
9
億
円
の
内
数
】

木
材
製
品
の
国
際
競
争
力
や
輸
出
目
標
達
成
に
向
け
た

木
材
産
業
の
体
質
強
化
、
原
木
の
生
産
基
盤
整
備
、
木
材

製
品
等
の
輸
出
・
消
費
拡
大
や
、
海
外
情
勢
の
影
響
を
受

け
に
く
い
需
給
構
造
構
築
に
向
け
た
国
産
材
供
給
力
の
強

化
、国
産
製
品
等
へ
の
転
換
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
促
進
、

き
の
こ
の
生
産
資
材
高
騰
対
策
等
を
支
援
し
ま
す
。

林
業
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
対
策

【
５
当
初
：
６
億
円
】

林
業
機
械
の
自
動
化
・
遠
隔
操
作
化
や
木
質
系
新
素
材

の
開
発
・
実
証
、
森
林
資
源
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

等
を
活
用
し
た
生
産
管
理
の
効
率
化
、
地
域
一
体
と
な
っ

て
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
フ
ル
活
用
す
る
戦
略
拠
点
の
構
築
等

を
支
援
し
ま
す
。

林
業
・
木
材
産
業
に
お
け
る
「
人
へ
の
投
資
」
総
合
対
策

【
５
当
初
：
47
億
円
等
、
４
補
正
：
３
億
円
】

新
規
就
業
者
等
へ
の
体
系
的
な
研
修
、
就
業
前
の
青
年

へ
の
給
付
金
支
給
、
高
校
生
等
の
就
業
体
験
や
女
性
の
活

躍
、
森
林
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
育
成
、
労
働
力
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、

外
国
人
材
の
受
け
入
れ
に
向
け
た
条
件
整
備
、
労
働
安
全

対
策
、
森
林
経
営
管
理
制
度
を
担
う
技
術
者
の
育
成
等
、

多
様
な
担
い
手
の
確
保
・
育
成
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

森
林
・
山
村
地
域
振
興
対
策
　
　
　
　【
５
当
初
：
11
億
円
】

森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
と
関
係
人
口
の
拡
大
に
よ

る
山
村
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
地
域
の
活
動
組
織

が
実
施
す
る
森
林
の
保
全
管
理
、
森
林
資
源
の
利
用
、
新

た
な
森
林
コ
ン
テ
ン
ツ
の
育
成
・
普
及
に
向
け
た
取
組
等

を
支
援
し
ま
す
。

花
粉
発
生
源
対
策
推
進
事
業
　
　
　
　【
５
当
初
：
１
億
円
】

花
粉
症
対
策
苗
木
や
広
葉
樹
等
へ
の
植
替
え
、
花
粉
飛

散
防
止
剤
の
実
証
、
ス
ギ
雄
花
の
着
花
状
況
等
の
調
査
の

実
施
と
ヒ
ノ
キ
雄
花
の
観
測
精
度
向
上
の
た
め
の
調
査
手

法
の
開
発
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
成
果
の
普
及
啓
発
等
を
一

体
的
に
支
援
し
ま
す
。

森
林
整
備
事
業
〈
公
共
〉

【
５
当
初
：
1
，
2
5
2
億
円
、
４
補
正
：
4
3
9
億
円
】

森
林
吸
収
量
の
確
保
・
強
化
や
国
土
強
靱
化
、
林
業
の

持
続
的
発
展
等
の
た
め
、
間
伐
の
着
実
な
実
施
に
加
え
、

主
伐
後
の
再
造
林
、
幹
線
と
な
る
林
道
の
開
設
・
改
良
等

を
推
進
し
ま
す
。

治
山
事
業
〈
公
共
〉

【
５
当
初
：
6
2
3
億
円
、
４
補
正
：
2
5
6
億
円
】

激
化
す
る
降
水
形
態
や
活
発
化
す
る
地
震
及
び
火
山
活

動
に
対
応
す
る
た
め
、
機
動
的
な
事
業
実
施
等
に
よ
る
復

旧
の
加
速
化
・
効
率
化
、
危
険
度
の
高
ま
っ
た
地
域
に
お

け
る
事
前
防
災
力
の
向
上
等
を
推
進
し
ま
す
。
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令
和
５
年
度
林
野
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度

補
正
予
算
（
第
２
号
）
と
合
わ
せ
て
、
総
額
4
，
2
1
8
億

円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
公
共
事
業
（
森
林
整
備
事
業
・
治
山
事
業
）
は
、

令
和
５
年
度
当
初
予
算
と
し
て
1
，
8
7
5
億
円
、
令
和

４
年
度
補
正
予
算
（
第
２
号
）
と
し
て
6
9
5
億
円
、
路

網
の
整
備
・
機
能
強
化
対
策
（
非
公
共
）
64
億
円
（
当
初
・

補
正
）
を
措
置
し
、
総
額
2
，
6
3
4
億
円
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。

主
要
事
業
ご
と
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
グ
リ
ー
ン
成
長
総
合
対
策

【
５
当
初
：
98
億
円
、
４
補
正
：
4
9
9
億
円
の
内
数
】

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
見
据
え
た
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
成
長
を
実
現
す
る
た
め
、
川

上
か
ら
川
下
ま
で
の
取
組
を
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

林
業
・
木
材
産
業
循
環
成
長
対
策

安
定
的
・
持
続
可
能
な
木
材
供
給
体
制
の
構
築
と
森
林

資
源
の
循
環
利
用
の
確
立
に
向
け
、
木
材
加
工
流
通
施
設

の
整
備
、
路
網
の
整
備
・
機
能
強
化
、
高
性
能
林
業
機
械

森林・林業・木材産業グリーン成長総合対策

＜ 事業の全体像＞

林業・木材産業循環成長対策

木材の安定供給・利用拡大

林業・木材産業金融対策

「新しい林業」に向けた林業経営育成対策 カーボンニュートラル実現に向けた国民運動展開対策

建築用木材供給・利用強化対策 木材需要の創出・輸出力強化対策

【川上から川下まで連携した取組を総合的に支援】

【経営力の向上】 【国民参加の森林づくりや木材利用の促進】

【令和５年度予算概算決定額 9,756（11,563）百万円】（令和４年度補正予算額 49,891百万円の内数）

＜対策のポイント＞
カーボンニュートラルを見据えた森林・林業・木材産業によるグリーン成長を実現するため、木材加工流通施設の整備、路網
の整備、高性能林業機械の導入、間伐や再造林、都市部における木材利用の強化、輸出を含む新たな需要の創出、「新しい林業」
経営モデルの構築、国民運動の展開等、川上から川下までの取組を総合的に支援します。

＜政策目標＞
国産材の供給・利用量の増加（34百万㎥［令和３年］→42百万㎥ ［令和12年まで］）

再造林低コスト化促進対策林業・木材産業生産基盤強化対策

・木材加工流通施設の整備
・高性能林業機械の導入
・木質バイオマス利用促進施設の整備
・木造公共建築物の整備

・伐採から再造林・保育に至る収支をプラス転換する
　「新しい林業」経営モデルの構築　等

・意欲と能力のある経営者等が行う設備投資等に対する融資の充実・円滑化

・国民の幅広い参画による植樹等の森林づくりの推進
・建築物等での木材利用拡大の機運醸成
・森林クレジット創出拡大に係る取組　等

・都市部における木材利用の強化
・建築用木材の持続的・安定的な供給体制の強化
・製材やCLT 等の建築物への利用環境整備

・非住宅等での木の効果の見える化
・地域の輸出体制づくり、海外における木造技術講習会の開催
・国別・地域別の合法伐採木材関係情報の提供
・特用林産物の需要拡大・生産性向上　等

・低コスト再造林対策
・エリートツリー等の採種園の整備
・コンテナ苗生産基盤施設の整備　等

・路網の整備・機能強化
・搬出間伐
・特用林産振興施設の整備
・林業の多様な担い手の育成　等
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地
域
林
業
の
将
来
を

　
見
据
え
た
体
制
づ
く
り

地
域
林
業
の
将
来
を

　
見
据
え
た
体
制
づ
く
り

フ
ォ
レ
ス
タ
ー（
森
林
総
合
監
理
士
）の
活
動
書
記

山
口
県
美
祢
農
林
水
産
事
務
所
森
林
づ
く
り
推
進
課

主
査
　
吉
田
　
素
子

　
私
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
山
口
県
の
出

先
機
関
で
森
林
総
合
監
理
士
と
し
て
、
地

域
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
る
森
林
組
合
の

支
援
を
重
点
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
特

に
、
10
年
20
年
先
を
見
据
え
、
森
林
組
合

が
、
主
伐
‐
再
造
林
や
適
切
な
森
林
整
備

を
計
画
的
・
継
続
的
に
行
え
る
よ
う
な
体

制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
の

で
、
そ
の
活
動
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

萩
農
林
水
産
事
務
所
で
の

取
組

　
平
成
30
年
度
か
ら
の
３
年
間
、
萩
農
林

水
産
事
務
所
で
林
業
普
及
指
導
員
と
し
て

森
林
組
合
へ
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
管
内
は
森
林
資
源
が
豊
富
な
地
域
で
、

木
材
生
産
の
一
層
の
推
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
最
初

に
、
地
域
の
実
情
と
課
題
を
整
理
し
、
地

域
全
体
の
目
標
（
木
材
供
給
量
、
再
造
林

面
積
、
担
い
手
数
）
と
、
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
必
要
な
取
組
な
ど
の
基
本
方
針

を
と
り
ま
と
め
、
地
域
林
業
関
係
者
と
の

合
意
形
成
を
図
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
計
画
的
・
継
続
的
な

森
林
整
備
に
は
、
や
は
り
施
業
の
集
約
化

が
不
可
欠
と
考
え
、
森
林
組
合
、
市
、
県

の
担
当
者
が
一
緒
に〝
主
伐
生
産
団
地
〞の

設
定
を
行
い
ま
し
た
。〝
主
伐
生
産
団
地
〞

と
は
、
主
伐
‐
再
造
林
の
循
環
型
施
業
と

適
切
な
森
林
整
備
、
基
幹
作
業
道
（
ト
ラ

ッ
ク
道
）
の
開
設
な
ど
を
集
中
的
に
行
う

地
域
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
市
と
森
林
組
合
が
連
携
し
て
目

標
を
達
成
で
き
る
よ
う
、
特
に
市
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
施
業
の
集
約
化
と
基
幹
作

業
道
整
備
の
た
め
の
補
助
制
度
を
創
設
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
森
林
総
合
監
理
士
と
し
て
の
仕
事
は
、

多
く
の
人
の
協
力
無
く
し
て
進
み
ま
せ

ん
。
森
林
組
合
と
市
、
県
の
各
担
当
者
が

一
致
団
結
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

様
々
な
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
目
標
達

成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
経
験
は
、

私
の
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
平
成
30
年
度
か
ら
始
め
た
取

組
は
、
少
し
ず
つ
で
す
が
着
実
に
成
果
を

上
げ
て
き
て
い
ま
す
。
主
伐
‐
再
造
林
も

進
み
、
森
林
組
合
が
事
業
主
体
と
な
り
基

幹
作
業
道
の
整
備
も
進
め
て
い
ま
す
。

　
森
林
総
合
監
理
士
と
し
て
の
仕
事
は
、

多
く
の
人
の
協
力
無
く
し
て
進
み
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
、
森
林
組
合
と
市
、
県
の

各
担
当
者
が
一
致
団
結
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
様
々
な
意
見
を
出
し
合
い
な
が

ら
目
標
達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
た
経
験
は
、
私
の
大
き
な
財
産
と
な
っ

て
い
ま
す
。

美
祢
農
林
水
産
事
務
所
で
の

取
組

　
令
和
３
年
度
か
ら
は
、
美
祢
農
林
水
産

事
務
所
に
異
動
し
、
引
き
続
き
森
林
組
合

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
管
内
に
は
３
つ
の
市
が
あ
り
ま
す

が
、
市
に
よ
っ
て
森
林
資
源
の
状
況
等
が

大
き
く
異
な
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

管
内
に
は
主
要
な
担
い
手
と
な
る
森
林
組

合
が
１
者
し
か
お
ら
ず
、
森
林
整
備
を
進

め
て
い
く
上
で
、
森
林
組
合
の
人
員
が
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
課
題
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
各
市
に
実
情
に
応
じ
た

役
割
分
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
森
林
資
源
が
豊
富
な
市

に
お
い
て
は〝
主
伐
‐
再
造
林
の
循
環
型

林
業
経
営
の
確
立
〞を
、
都
市
部
で
森
林

資
源
が
少
な
い
２
市
に
お
い
て
は〝
未
整

備
森
林
の
解
消
と
木
材
利
用
の
推
進
〞を

基
本
方
針
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
各
市

及
び
森
林
組
合
と
協
議
を
重
ね
、
最
終
的

に
令
和
３
年
度
中
に
合
意
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
こ
れ
ら
の
基
本
方
針
を
実
現

す
る
た
め
、
各
市
が
検
討
す
る
制
度
設
計

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
担
い
手
確
保
に
必
要
と
な
る
補

助
制
度
に
つ
い
て
は
、
３
市
で
足
並
み
を

揃
え
た
支
援
内
容
と
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
昨
年
度
か
ら
各
市
に
働
き
か
け
を

行
い
、
今
年
度
、
予
算
化
・
制
度
化
に

向
け
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
今
後
は
、
森
林
組
合
と
共
に
、
集
約
化

施
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

最
後
に

　
こ
こ
数
年
、
森
林
総
合
監
理
士
と
し
て

「
地
域
の
課
題
は
何
か
、
そ
れ
を
乗
り
越

え
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
」
を
常

に
考
え
な
が
ら
、
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

上
手
く
い
く
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
関
係
者
と
話
し
合
い
を
重
ね
な
が

ら
未
来
の
林
業
を
形
づ
く
っ
て
い
く
仕
事

に
、
楽
し
さ
と
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
、

近
い
将
来
必
ず
花
開
く
こ
と
を
信
じ
て
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
た
め
に
尽
力
し
て
い

き
た
い
で
す
。

▲ 基幹作業道

▲ 主伐の作業

▲ 関係者による団地化の打合せ

▲ 基幹作業道の現地踏査
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▼ “主伐生産団地”の設定状況 　
私
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
山
口
県
の
出

先
機
関
で
森
林
総
合
監
理
士
と
し
て
、
地

域
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
る
森
林
組
合
の

支
援
を
重
点
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
特

に
、
10
年
20
年
先
を
見
据
え
、
森
林
組
合

が
、
主
伐
‐
再
造
林
や
適
切
な
森
林
整
備

を
計
画
的
・
継
続
的
に
行
え
る
よ
う
な
体

制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
の

で
、
そ
の
活
動
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

萩
農
林
水
産
事
務
所
で
の

取
組

　
平
成
30
年
度
か
ら
の
３
年
間
、
萩
農
林

水
産
事
務
所
で
林
業
普
及
指
導
員
と
し
て

森
林
組
合
へ
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
管
内
は
森
林
資
源
が
豊
富
な
地
域
で
、

木
材
生
産
の
一
層
の
推
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
最
初

に
、
地
域
の
実
情
と
課
題
を
整
理
し
、
地

域
全
体
の
目
標
（
木
材
供
給
量
、
再
造
林

面
積
、
担
い
手
数
）
と
、
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
必
要
な
取
組
な
ど
の
基
本
方
針

を
と
り
ま
と
め
、
地
域
林
業
関
係
者
と
の

合
意
形
成
を
図
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
計
画
的
・
継
続
的
な

森
林
整
備
に
は
、
や
は
り
施
業
の
集
約
化

が
不
可
欠
と
考
え
、
森
林
組
合
、
市
、
県

の
担
当
者
が
一
緒
に〝
主
伐
生
産
団
地
〞の

設
定
を
行
い
ま
し
た
。〝
主
伐
生
産
団
地
〞

と
は
、
主
伐
‐
再
造
林
の
循
環
型
施
業
と

適
切
な
森
林
整
備
、
基
幹
作
業
道
（
ト
ラ

ッ
ク
道
）
の
開
設
な
ど
を
集
中
的
に
行
う

地
域
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
市
と
森
林
組
合
が
連
携
し
て
目

標
を
達
成
で
き
る
よ
う
、
特
に
市
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
施
業
の
集
約
化
と
基
幹
作

業
道
整
備
の
た
め
の
補
助
制
度
を
創
設
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
平
成
30
年
度
か
ら
始
め
た
取

組
は
、
少
し
ず
つ
で
す
が
着
実
に
成
果
を

上
げ
て
き
て
い
ま
す
。
主
伐
‐
再
造
林
も

進
み
、
森
林
組
合
が
事
業
主
体
と
な
り
基

幹
作
業
道
の
整
備
も
進
め
て
い
ま
す
。

　
森
林
総
合
監
理
士
と
し
て
の
仕
事
は
、

多
く
の
人
の
協
力
無
く
し
て
進
み
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
、
森
林
組
合
と
市
、
県
の

各
担
当
者
が
一
致
団
結
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
様
々
な
意
見
を
出
し
合
い
な
が

ら
目
標
達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
た
経
験
は
、
私
の
大
き
な
財
産
と
な
っ

て
い
ま
す
。

美
祢
農
林
水
産
事
務
所
で
の

取
組

　
令
和
３
年
度
か
ら
は
、
美
祢
農
林
水
産

事
務
所
に
異
動
し
、
引
き
続
き
森
林
組
合

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
管
内
に
は
３
つ
の
市
が
あ
り
ま
す

が
、
市
に
よ
っ
て
森
林
資
源
の
状
況
等
が

大
き
く
異
な
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

管
内
に
は
主
要
な
担
い
手
と
な
る
森
林
組

合
が
１
者
し
か
お
ら
ず
、
森
林
整
備
を
進

め
て
い
く
上
で
、
森
林
組
合
の
人
員
が
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
課
題
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
各
市
に
実
情
に
応
じ
た

役
割
分
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
森
林
資
源
が
豊
富
な
市

に
お
い
て
は〝
主
伐
‐
再
造
林
の
循
環
型

林
業
経
営
の
確
立
〞を
、
都
市
部
で
森
林

資
源
が
少
な
い
２
市
に
お
い
て
は〝
未
整

備
森
林
の
解
消
と
木
材
利
用
の
推
進
〞を

基
本
方
針
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
各
市

及
び
森
林
組
合
と
協
議
を
重
ね
、
最
終
的

に
令
和
３
年
度
中
に
合
意
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
こ
れ
ら
の
基
本
方
針
を
実
現

す
る
た
め
、
各
市
が
検
討
す
る
制
度
設
計

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
担
い
手
確
保
に
必
要
と
な
る
補

助
制
度
に
つ
い
て
は
、
３
市
で
足
並
み
を

揃
え
た
支
援
内
容
と
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
昨
年
度
か
ら
各
市
に
働
き
か
け
を

行
い
、
今
年
度
、
予
算
化
・
制
度
化
に

向
け
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
今
後
は
、
森
林
組
合
と
共
に
、
集
約
化

施
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

最
後
に

　
こ
こ
数
年
、
森
林
総
合
監
理
士
と
し
て

「
地
域
の
課
題
は
何
か
、
そ
れ
を
乗
り
越

え
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
」
を
常

に
考
え
な
が
ら
、
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

上
手
く
い
く
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
関
係
者
と
話
し
合
い
を
重
ね
な
が

ら
未
来
の
林
業
を
形
づ
く
っ
て
い
く
仕
事

に
、
楽
し
さ
と
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
、

近
い
将
来
必
ず
花
開
く
こ
と
を
信
じ
て
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
た
め
に
尽
力
し
て
い

き
た
い
で
す
。

地域名

川上
萩
むつみ
福栄
旭
須佐
田万川

R1
R2
R2
R1

R3.3
R3.7
R3.10
R4.4

231
142
105
105

23.97
8.39
27.69
18.81

19.19
7.79
27.69
18.81

583 78.86 73.48 11.47

7.27
5.20

12.47

7.27
4.20

R3 （R4 設定予定）
（R5以降設定予定）
（R5以降設定予定）

R4
R4
計

設定年度 面積 うち実施済
面積

再造林
計画面積

主伐
計画面積 うち実施済

面積
意向調査
実施年度

▲ 市・森林組合との協議
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掛
川
市

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
取
組

     

〜
地
球
を
潤
す
森
林
環
境
保
全
へ
の
プ
ロ
セ
ス
〜

市
民
と
と
も
に
進
め
る
森
林
環
境
づ
く
り

　
　
〜
掛
川
市
森
林
経
営
管
理
推
進
協
議
会
の
取
組
〜

Vol.
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１　
掛
川
市
の
概
況

　
掛
川
市
は
、「
深
蒸
し
掛
川
茶
」
の
ブ

ラ
ン
ド
茶
で
知
ら
れ
、
本
市
の
森
林
面
積

は
国
有
林
を
含
め
て
約
1
1
，
3
0
0
ha

で
、
市
の
面
積
の
約
43
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
小
規
模
な
兼
業
農
林
家

が
森
林
の
手
入
れ
を
行
っ
て
き
た
も
の

の
、
林
業
単
独
で
生
計
を
立
て
て
い
る
林

業
家
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
森
林
・
林

業
の
担
い
手
と
し
て
は
、
主
に
森
林
組
合

と
認
定
N
P
O
法
人
が
活
動
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　
市
内
の
森
林
は
、
大
別
し
て
、
北
部
に

人
工
林
、
中
央
部
に
天
然
林
、
海
岸
部
に

飛
砂
防
備
林
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
特
色
の
あ
る
森
林
の
管
理
・
利
用
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

く
、
所
有
山
林
面
積
も
零
細
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
令
和
元
年
度
に
始
ま
っ
た
森
林
経

営
管
理
制
度
と
森
林
環
境
譲
与
税
を
ど
の

よ
う
に
展
開
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
そ
の
財

源
と
し
て
、
令
和
６
年
度
か
ら
個
人
住
民

税
均
等
割
の
枠
組
み
に
よ
り
、
1
人
年
額

1
，
0
0
0
円
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
市
民
の
皆
様
に
「
税
金
の
使
い
方
」

を
十
分
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
令
和
元
年
９
月
に
、
市
民

参
加
の
検
討
組
織
と
し
て
、「
掛
川
市
森
林

経
営
管
理
推
進
協
議
会
」（
以
下
、協
議
会
）

を
設
立
し
ま
し
た
。
本
協
議
会
は
、
森
林
・

林
業
の
み
な
ら
ず
、
消
費
者
、
学
校
教
育

等
の
関
係
者
も
含
む
男
女
各
５
名
、
計
10

名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

３　
掛
川
市
森
林
経
営
管
理
推
進

　
協
議
会
の
活
動

　
協
議
会
で
は
、
当
初
、
論
点
を
森
林
環

境
譲
与
税
の
使
途
と
森
林
経
営
管
理
制
度

の
取
組
方
針
の
２
点
に
絞
る
形
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
に
つ
い
て

は
、
協
議
会
で
活
用
の
方
向
性
を
議
論
し

た
上
で
、「
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
し
て
と
り
ま

と
め
、
市
長
に
提
言
し
ま
し
た
。
森
林
経

営
管
理
制
度
の
取
組
方
針
に
つ
い
て
は
、

▲粟ヶ岳（掛川市）

４　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し 

　
た
取
組

　
本
市
で
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
（
令
和

３
年
度
譲
与
額
：
２
７
，
０
９
４
千
円
）

の
使
途
に
つ
い
て
、
毎
年
度
、
協
議
会
で

議
論
し
た
上
で
、
具
体
的
な
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
ま
で
、
本
市
で
は
、
譲
与

税
を
活
用
し
、
重
要
イ
ン
フ
ラ
保
全
を
目

的
と
し
た
森
林
整
備
や
シ
カ
防
護
柵
点
検

の
モ
デ
ル
事
業
、
木
造
施
設
の
整
備
支
援

な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
協
議
会
か
ら
、「
木

を
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
。
木
材
の

良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
助
成

で
き
な
い
か
」
と
の
意
見
や
、
住
民
か
ら

「
裏
山
の
森
林
が
成
長
し
す
ぎ
て
倒
れ
て

こ
な
い
か
心
配
で
、
こ
の
ま
ま
住
み
続
け

る
の
は
怖
い
。
家
を
守
る
た
め
の
森
林
の

整
備
に
助
成
し
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
の

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
令
和
４
年
度
に
、
既
存
事

業
に
新
規
事
業
を
組
み
入
れ
る
形
で
、「
お

か
え
り
『
森
林
』
総
合
対
策
事
業
」
を
創

設
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
で
は
、
市
の
森
林
環
境
に
係
る

ニ
ー
ズ
に
即
応
で
き
る
補
助
事
業
と
し

て
、
以
下
の
８
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
本
事
業
に
よ
り
、
令
和
４
年

度
は
、10
カ
所
で
約
１
ha
の
森
林
の
更
新
、

意
向
調
査
の
優
先
順
位
等
を
議
論
す
る
な

ど
、
制
度
適
用
の
対
象
地
を
絞
り
込
む
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　
現
在
、
本
協
議
会
は
、
事
業
実
施
に
関

す
る
協
議
の
場
と
し
て
、
年
５
〜
６
回
開

催
す
る
と
と
も
に
、
市
民
へ
の
普
及
啓
発

に
力
点
を
置
い
て
、
以
下
の
行
事
を
掛
川

市
と
共
催
し
て
い
ま
す
。

•　
令
和
元
年
10
月
に
、
所
有
山
林
の
管

理
に
関
心
を
持
っ
て
頂
く
た
め
、
住
民

を
対
象
と
す
る
「
森
の
講
演
会
：
こ
れ

か
ら
ど
ー
す
る　
私
の
山
、
か
け
が
わ

の
山
」
を
開
催
。

•　
令
和
３
年
３
月
に
、
小
学
校
の
児
童

か
ら
大
人
ま
で
森
林
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
冊
子
「
か
け
が
わ
の
森
林

と
木
材
」
を
作
成
。
市
内
全
小
中
学
校

と
図
書
館
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
地

域
で
環
境
教
育
に
取
り
組
む
団
体
に

教
材
と
し
て
提
供
。

•　
令
和
３
年
７
月
に
、
市
内
の
林
業
事

業
体
を
対
象
に
、「
多
機
能
を
有
す
る

森
林
利
用
と
作
業
道
」
と
題
す
る
講
習

会
を
開
催
。
欧
州
型
の
屋
根
型
作
業
道

に
つ
い
て
学
ぶ
座
学
と
高
山
市
で
の
現

場
実
習
を
実
施
。

•　
令
和
４
年
３
月
に
、
初
心
者
向
け
の

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会
を
開
催
。

　
こ
の
ほ
か
、
木
材
の
生
産
・
加
工
・
流

通
の
現
場
視
察
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

作
成
と
、
森
林
環
境
譲
与
税
活
用
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
見
直
し
を
行
う
予
定
で
す
。

　
今
後
と
も
、協
議
会
の
委
員
を
は
じ
め
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
取
組
に
反
映

さ
せ
つ
つ
、
地
域
実
態
に
応
じ
た
森
林
環

境
譲
与
税
の
有
効
活
用
や
森
林
経
営
管

理
制
度
の
的
確
な
運
用
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

２　
「
掛
川
市
森
林
経
営
管
理
推
進

　
協
議
会
」
の
設
置

　
本
市
で
は
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

を
生
業
と
す
る
方
の
割
合
が
極
め
て
低

５
件
の
木
造
施
設
の
整
備
、
４
件
の
木
工

教
室
等
が
行
わ
れ
る
見
込
み
で
す
。

５　
今
後
に
つ
い
て

　
本
協
議
会
で
は
、
森
林
環
境
税
の
課
税

が
始
ま
る
令
和
６
年
度
ま
で
に
、
こ
れ
ま

で
の
森
林
環
境
譲
与
税
の
成
果
を
含
む
本

市
の
森
林
・
林
業
に
関
す
る
P
R
冊
子
の

▲掛川市森林経営管理推進協議会
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１　
掛
川
市
の
概
況

　
掛
川
市
は
、「
深
蒸
し
掛
川
茶
」
の
ブ

ラ
ン
ド
茶
で
知
ら
れ
、
本
市
の
森
林
面
積

は
国
有
林
を
含
め
て
約
1
1
，
3
0
0
ha

で
、
市
の
面
積
の
約
43
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
小
規
模
な
兼
業
農
林
家

が
森
林
の
手
入
れ
を
行
っ
て
き
た
も
の

の
、
林
業
単
独
で
生
計
を
立
て
て
い
る
林

業
家
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
森
林
・
林

業
の
担
い
手
と
し
て
は
、
主
に
森
林
組
合

と
認
定
N
P
O
法
人
が
活
動
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　
市
内
の
森
林
は
、
大
別
し
て
、
北
部
に

人
工
林
、
中
央
部
に
天
然
林
、
海
岸
部
に

飛
砂
防
備
林
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
特
色
の
あ
る
森
林
の
管
理
・
利
用
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

く
、
所
有
山
林
面
積
も
零
細
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
令
和
元
年
度
に
始
ま
っ
た
森
林
経

営
管
理
制
度
と
森
林
環
境
譲
与
税
を
ど
の

よ
う
に
展
開
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
特
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
そ
の
財

源
と
し
て
、
令
和
６
年
度
か
ら
個
人
住
民

税
均
等
割
の
枠
組
み
に
よ
り
、
1
人
年
額

1
，
0
0
0
円
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
市
民
の
皆
様
に
「
税
金
の
使
い
方
」

を
十
分
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
令
和
元
年
９
月
に
、
市
民

参
加
の
検
討
組
織
と
し
て
、「
掛
川
市
森
林

経
営
管
理
推
進
協
議
会
」（
以
下
、協
議
会
）

を
設
立
し
ま
し
た
。
本
協
議
会
は
、
森
林
・

林
業
の
み
な
ら
ず
、
消
費
者
、
学
校
教
育

等
の
関
係
者
も
含
む
男
女
各
５
名
、
計
10

名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

３　
掛
川
市
森
林
経
営
管
理
推
進

　
協
議
会
の
活
動

　
協
議
会
で
は
、
当
初
、
論
点
を
森
林
環

境
譲
与
税
の
使
途
と
森
林
経
営
管
理
制
度

の
取
組
方
針
の
２
点
に
絞
る
形
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
に
つ
い
て

は
、
協
議
会
で
活
用
の
方
向
性
を
議
論
し

た
上
で
、「
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
し
て
と
り
ま

と
め
、
市
長
に
提
言
し
ま
し
た
。
森
林
経

営
管
理
制
度
の
取
組
方
針
に
つ
い
て
は
、

▲市内の施設に木材を利用

４　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し 

　
た
取
組

　
本
市
で
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
（
令
和

３
年
度
譲
与
額
：
２
７
，
０
９
４
千
円
）

の
使
途
に
つ
い
て
、
毎
年
度
、
協
議
会
で

議
論
し
た
上
で
、
具
体
的
な
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
ま
で
、
本
市
で
は
、
譲
与

税
を
活
用
し
、
重
要
イ
ン
フ
ラ
保
全
を
目

的
と
し
た
森
林
整
備
や
シ
カ
防
護
柵
点
検

の
モ
デ
ル
事
業
、
木
造
施
設
の
整
備
支
援

な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
協
議
会
か
ら
、「
木

を
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
。
木
材
の

良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
助
成

で
き
な
い
か
」
と
の
意
見
や
、
住
民
か
ら

「
裏
山
の
森
林
が
成
長
し
す
ぎ
て
倒
れ
て

こ
な
い
か
心
配
で
、
こ
の
ま
ま
住
み
続
け

る
の
は
怖
い
。
家
を
守
る
た
め
の
森
林
の

整
備
に
助
成
し
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
の

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
令
和
４
年
度
に
、
既
存
事

業
に
新
規
事
業
を
組
み
入
れ
る
形
で
、「
お

か
え
り
『
森
林
』
総
合
対
策
事
業
」
を
創

設
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
で
は
、
市
の
森
林
環
境
に
係
る

ニ
ー
ズ
に
即
応
で
き
る
補
助
事
業
と
し

て
、
以
下
の
８
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
本
事
業
に
よ
り
、
令
和
４
年

度
は
、10
カ
所
で
約
１
ha
の
森
林
の
更
新
、

事業細目

シカ防護柵点検等事業 防護柵等を設置した箇所の点検等業務に対する助成

生活環境周辺森林整備事業 人家裏山などの森林の更新費用に助成

地域ボランティアグループ等による森林整備費用に助成

森林境界確定事業 山林の所有境界確定（登記情報の整理含む）のための費用に助成

森林・林業就労者安全対策事業 森林作業現場における就労者の安全装備のための経費に助成

森林・木材を学ぶ事業 森林環境教育、現地調査を実施するための経費に助成

かけがわの木活用促進事業 かけがわの木を使った施設の木材費に助成

かけがわの木加工促進事業 掛川産材を活用した加工品生産のための経費に助成

補助内容

地域の森整備事業

意
向
調
査
の
優
先
順
位
等
を
議
論
す
る
な

ど
、
制
度
適
用
の
対
象
地
を
絞
り
込
む
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　
現
在
、
本
協
議
会
は
、
事
業
実
施
に
関

す
る
協
議
の
場
と
し
て
、
年
５
〜
６
回
開

催
す
る
と
と
も
に
、
市
民
へ
の
普
及
啓
発

に
力
点
を
置
い
て
、
以
下
の
行
事
を
掛
川

市
と
共
催
し
て
い
ま
す
。

•　
令
和
元
年
10
月
に
、
所
有
山
林
の
管

理
に
関
心
を
持
っ
て
頂
く
た
め
、
住
民

を
対
象
と
す
る
「
森
の
講
演
会
：
こ
れ

か
ら
ど
ー
す
る　
私
の
山
、
か
け
が
わ

の
山
」
を
開
催
。

•　
令
和
３
年
３
月
に
、
小
学
校
の
児
童

か
ら
大
人
ま
で
森
林
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
冊
子
「
か
け
が
わ
の
森
林

と
木
材
」
を
作
成
。
市
内
全
小
中
学
校

と
図
書
館
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
地

域
で
環
境
教
育
に
取
り
組
む
団
体
に

教
材
と
し
て
提
供
。

•　
令
和
３
年
７
月
に
、
市
内
の
林
業
事

業
体
を
対
象
に
、「
多
機
能
を
有
す
る

森
林
利
用
と
作
業
道
」
と
題
す
る
講
習

会
を
開
催
。
欧
州
型
の
屋
根
型
作
業
道

に
つ
い
て
学
ぶ
座
学
と
高
山
市
で
の
現

場
実
習
を
実
施
。

•　
令
和
４
年
３
月
に
、
初
心
者
向
け
の

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習
会
を
開
催
。

　
こ
の
ほ
か
、
木
材
の
生
産
・
加
工
・
流

通
の
現
場
視
察
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

作
成
と
、
森
林
環
境
譲
与
税
活
用
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
見
直
し
を
行
う
予
定
で
す
。

　
今
後
と
も
、協
議
会
の
委
員
を
は
じ
め
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
取
組
に
反
映

さ
せ
つ
つ
、
地
域
実
態
に
応
じ
た
森
林
環

境
譲
与
税
の
有
効
活
用
や
森
林
経
営
管

理
制
度
の
的
確
な
運
用
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

２　
「
掛
川
市
森
林
経
営
管
理
推
進

　
協
議
会
」
の
設
置

　
本
市
で
は
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

を
生
業
と
す
る
方
の
割
合
が
極
め
て
低

５
件
の
木
造
施
設
の
整
備
、
４
件
の
木
工

教
室
等
が
行
わ
れ
る
見
込
み
で
す
。

５　
今
後
に
つ
い
て

　
本
協
議
会
で
は
、
森
林
環
境
税
の
課
税

が
始
ま
る
令
和
６
年
度
ま
で
に
、
こ
れ
ま

で
の
森
林
環
境
譲
与
税
の
成
果
を
含
む
本

市
の
森
林
・
林
業
に
関
す
る
P
R
冊
子
の

も
り

表：おかえり「森林」総合対策事業の事業細目
もり

▲おかえり「森林」総合対策イメージ図



写真1　立木の剥皮被害とその後の枯死

SERIES. 国有林野事業の取組

富士山国有林における
近年のニホンジカ被害対策について

関東森林管理局 静岡森林管理署

◆ 

は
じ
め
に

　
富
士
山
南
麓
周
辺
に
お
い
て
は
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
（
以
下
「
シ
カ
」
）
に
よ
る
著
し

い
森
林
被
害
が
あ
り
、
シ
カ
の
個
体
数
を

低
減
さ
せ
る
捕
獲
と
植
栽
地
の
シ
カ
食
害

防
止
柵
（
以
下
「
シ
カ
柵
」
）
等
の
設
置

を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
、
そ
の
被
害
対
策

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
シ
カ
に

よ
る
植
栽
木
の
食
害
、
立
木
の
剥
皮
被

害
、
下
層
植
生
の
衰
退
等
（
写
真
１
）
が

見
ら
れ
る
た
め
、
被
害
対
策
は
粘
り
強
く

継
続
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
富
士
山
国
有
林
に
お
け
る
近
年
の
シ
カ

被
害
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

◆ 

捕
獲
に
つ
い
て

　
シ
カ
を
あ
ら
か
じ
め
餌
付
け
し
て
誘
引

し
、
立
入
り
を
制
限
し
た
林
道
上
の
車
両

内
か
ら
銃
器
で
シ
カ
の
群
れ
を
全
頭
捕
獲

す
る
方
法
を
「
シ
ャ
ー
プ
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
と
い
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
か
ら
委

託
事
業
な
ど
に
よ
り
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
誘
引
場
所
に
シ
カ
の
大
き
な
群
れ
が

見
ら
れ
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
現
在
は
休

止
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
「
忍
び
猟
」
と

「
く
く
り
罠
」
を
実
施
し
て
お
り
、
直
近

の
5
年
間
の
捕
獲
総
数
は
1
，4
7
5
頭

と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
）
。

　
「
忍
び
猟
」
は
、
シ
カ
が
繰
り
返
し
歩
い

て
で
き
た
「
シ
カ
道
」
の
状
態
や
採
餌
の

痕
跡
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
デ

ー
タ
等
を
基
に
シ
カ
の
群
れ
を
探
索
し
、

発
見
後
、
射
手
が
身
を
隠
し
な
が
ら
接
近

し
て
銃
器
で
全
頭
を
捕
獲
す
る
方
法
で

す
。
射
手
1
名
を
含
む
2
名
を
1
班
と
し

て
2
班
体
制
で
行
い
ま
す
。
卓
越
し
た
狙

撃
技
術
を
も
つ
者
を
射
手
と
し
、
3
頭
以

下
の
群
れ
を
全
頭
確
実
に
仕
留
め
、
警
戒

心
が
高
く
、
捕
獲
し
に
く
く
な
っ
た
シ
カ

で
あ
る
「
ス
マ
ー
ト
デ
ィ
ア
」
を
発
生
さ

せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
カ
の
生
息
状
況
の
把
握
、
く

く
り
罠
や
狙
撃
箇
所
の
選
定
、
一
般
入
林

者
の
安
全
の
確
保
等
の
た
め
に
、
林
内
に

セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

カ
メ
ラ
の
通
信
機
能
を
活
用
し
、
シ
カ
を

探
索
中
の
射
手
等
が
シ
カ
の
い
る
場
所
へ

直
行
で
き
る
よ
う
な
工
夫
も
し
て
い
ま
す
。

◆ 

シ
カ
柵
等
の
設
置
に
つ
い
て

　
当
署
で
は
、
現
地
の
状
況
に
応
じ
て
、
シ

カ
柵
の
設
置
や
、
立
木
へ
の
剥
皮
防
止
資

材
の
巻
付
け
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

際
、
シ
カ
柵
に
、
動
物
の
噛
み
切
り
に
強
い

新
素
材
で
あ
る
硬
質
ス
テ
ン
レ
ス
入
り
ネ

ッ
ト
を
用
い
る
、
立
木
を
支
柱
に
利
用
す
る

（
写
真
２
）
、
地
拵
時
の
枝
条
を
利
用
す
る

ほ
か
、
ド
ロ
ー
ン
や
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
活

用
し
た
見
回
り
や
、
シ
カ
柵
へ
の
突
進
を
減

ら
す
た
め
シ
カ
が
通
る
道
を
用
意
し
た「
ブ

ロ
ッ
ク
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
」（
写
真
３
）
の
設

置
な
ど
の
試
行
と
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

◆ 

お
わ
り
に

　
当
署
で
は
、
シ
カ
に
よ
る
被
害
が
著
し

い
富
士
山
南
麓
周
辺
に
お
い
て
、
今
後
と

も
地
元
自
治
体
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

被
害
対
策
を
推
進
し
、
静
岡
県
内
に
生
息

す
る
シ
カ
の
個
体
数
の
適
正
な
管
理
に
貢

献
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

管内概要　知床森林生態系保全センター管内概要　関東森林管理局 静岡森林管理署

　静岡森林管理署は静岡県の中央部に位置し、富士宮市など10市町に所在する約4万7千haの国有林野を管理
経営しています。その多くは、東部の富士山の南麓周辺と、西部の大井川や安部川の上流、源流域に分布し、山地
災害の防止、水源のかん養など重要な役割を果たしています。
　特に、富士山南麓周辺の国有林野の約65%は、富士箱根伊豆国立公園に指定され、優れた自然景観を有する
世界的な観光地となっています。また、西部の国有林野の約84%は「南アルプスユネスコエコパーク」に登録されて
いるほか、2ヶ所の「レクリエーションの森」約520haがあり、自然探勝や保健休養の場として多くの人々が訪れて
います。

所 在 地

静岡県静岡市葵区駿府町1-120
1 6 市町区域面積

400,841ha
う ち 森 林 面 積

266,615ha
う ち 国 有 林 野

46,648ha
管轄区の関係自治体

静岡市、焼津市、藤枝市、島田市、
牧之原市、吉田町、川根本町、沼津市、
富士宮市、富士市、御殿場市、裾野市、
三島市、長泉町、小山町、清水町

国有林野
静岡森林管理署

大井川

安部川

富士山

静岡森林管理署
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図　富士山国有林における捕獲頭数

写真2　立木を支柱に利用したシカ柵

写真3　シカの通り道を用意した「ブロックディフェンス」

富士山国有林における近年のニホンジカ被害対策についてSE RIES. 国有林野事業の取組

◆ 

は
じ
め
に

　
富
士
山
南
麓
周
辺
に
お
い
て
は
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
（
以
下
「
シ
カ
」
）
に
よ
る
著
し

い
森
林
被
害
が
あ
り
、
シ
カ
の
個
体
数
を

低
減
さ
せ
る
捕
獲
と
植
栽
地
の
シ
カ
食
害

防
止
柵
（
以
下
「
シ
カ
柵
」
）
等
の
設
置

を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
、
そ
の
被
害
対
策

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
シ
カ
に

よ
る
植
栽
木
の
食
害
、
立
木
の
剥
皮
被

害
、
下
層
植
生
の
衰
退
等
（
写
真
１
）
が

見
ら
れ
る
た
め
、
被
害
対
策
は
粘
り
強
く

継
続
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
富
士
山
国
有
林
に
お
け
る
近
年
の
シ
カ

被
害
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

◆ 

捕
獲
に
つ
い
て

　
シ
カ
を
あ
ら
か
じ
め
餌
付
け
し
て
誘
引

し
、
立
入
り
を
制
限
し
た
林
道
上
の
車
両

内
か
ら
銃
器
で
シ
カ
の
群
れ
を
全
頭
捕
獲

す
る
方
法
を
「
シ
ャ
ー
プ
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
と
い
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
か
ら
委

託
事
業
な
ど
に
よ
り
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
誘
引
場
所
に
シ
カ
の
大
き
な
群
れ
が

見
ら
れ
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
現
在
は
休

止
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
「
忍
び
猟
」
と

「
く
く
り
罠
」
を
実
施
し
て
お
り
、
直
近

の
5
年
間
の
捕
獲
総
数
は
1
，4
7
5
頭

と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
）
。

　
「
忍
び
猟
」
は
、
シ
カ
が
繰
り
返
し
歩
い

て
で
き
た
「
シ
カ
道
」
の
状
態
や
採
餌
の

痕
跡
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
デ

ー
タ
等
を
基
に
シ
カ
の
群
れ
を
探
索
し
、

発
見
後
、
射
手
が
身
を
隠
し
な
が
ら
接
近

し
て
銃
器
で
全
頭
を
捕
獲
す
る
方
法
で

す
。
射
手
1
名
を
含
む
2
名
を
1
班
と
し

て
2
班
体
制
で
行
い
ま
す
。
卓
越
し
た
狙

撃
技
術
を
も
つ
者
を
射
手
と
し
、
3
頭
以

下
の
群
れ
を
全
頭
確
実
に
仕
留
め
、
警
戒

心
が
高
く
、
捕
獲
し
に
く
く
な
っ
た
シ
カ

で
あ
る
「
ス
マ
ー
ト
デ
ィ
ア
」
を
発
生
さ

せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
シ
カ
の
生
息
状
況
の
把
握
、
く

く
り
罠
や
狙
撃
箇
所
の
選
定
、
一
般
入
林

者
の
安
全
の
確
保
等
の
た
め
に
、
林
内
に

セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

カ
メ
ラ
の
通
信
機
能
を
活
用
し
、
シ
カ
を

探
索
中
の
射
手
等
が
シ
カ
の
い
る
場
所
へ

直
行
で
き
る
よ
う
な
工
夫
も
し
て
い
ま
す
。

◆ 

シ
カ
柵
等
の
設
置
に
つ
い
て

　
当
署
で
は
、
現
地
の
状
況
に
応
じ
て
、
シ

カ
柵
の
設
置
や
、
立
木
へ
の
剥
皮
防
止
資

材
の
巻
付
け
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

際
、
シ
カ
柵
に
、
動
物
の
噛
み
切
り
に
強
い

新
素
材
で
あ
る
硬
質
ス
テ
ン
レ
ス
入
り
ネ

ッ
ト
を
用
い
る
、
立
木
を
支
柱
に
利
用
す
る

（
写
真
２
）
、
地
拵
時
の
枝
条
を
利
用
す
る

ほ
か
、
ド
ロ
ー
ン
や
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
活

用
し
た
見
回
り
や
、
シ
カ
柵
へ
の
突
進
を
減

ら
す
た
め
シ
カ
が
通
る
道
を
用
意
し
た「
ブ

ロ
ッ
ク
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
」（
写
真
３
）
の
設

置
な
ど
の
試
行
と
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

◆ 

お
わ
り
に

　
当
署
で
は
、
シ
カ
に
よ
る
被
害
が
著
し

い
富
士
山
南
麓
周
辺
に
お
い
て
、
今
後
と

も
地
元
自
治
体
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

被
害
対
策
を
推
進
し
、
静
岡
県
内
に
生
息

す
る
シ
カ
の
個
体
数
の
適
正
な
管
理
に
貢

献
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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出典：静岡森林管理署 調べ
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の
小
学
校
の
皆
さ
ん
の
ブ
ー
ス
で
す
。
学

校
で
行
わ
れ
た
森
林
体
験
の
様
子
や
、
子

ど
も
達
が
思
う
20
年
後
の
未
来
の
ま
ち
づ

く
り
の
重
要
性
が
具
体
的
に
描
か
れ
て
お

り
、
そ
れ
を
子
ど
も
達
が
自
ら
説
明
を

し
て
い
る
姿
に
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。

み
ど
り
の
女
神
と
し
て
活
動
し
て
き
た

中
で
、
大
人
の
方
が
思
う
森
づ
く
り
や
街

づ
く
り
は
沢
山
見
聞
き
し
て
き
ま
し
た

が
、
子
ど
も
達
か
ら
の
直
接
の
声
を
聞
く

こ
と
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
未
来
を
担

っ
て
い
く
子
ど
も
達
が
森
林
を
守
り
育
む

た
め
に
行
動
し
て
い
る
こ
と
を
大
変
頼
も

し
く
思
い
ま
し
た
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返

　
　
っ
て

さ
て
、
気
が
つ
け
ば
私
の
「
み
ど
り
の

女
神
が
行
く
！
」
の
連
載
は
、
こ
れ
が
最

後
に
な
り
ま
す
。

活
動
が
進
ん
で
い
く
う
ち
に
分
か
っ
て

き
た
、
森
林
を
取
り
巻
く
状
況
や
、
伐
っ

て
使
っ
て
植
え
て
育
て
る
林
業
の
サ
イ
ク

ル
な
ど
は
初
め
て
知
る
こ
と
ば
か
り
で
し

た
。
楽
し
く
も
あ
り
ま
し
た
が
、
期
待
に

応
え
る
た
め
に
学
び
や
視
察
を
急
が
な
い

と
い
け
な
い
焦
り
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
１
年
の
間
に
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
扱
え

る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
き
の
こ
マ
イ
ス
タ

ー
の
資
格
を
取
得
し
た
り
、
専
門
的
な
学

び
で
新
し
い
世
界
の
見
方
を
身
に
付
け
た

よ
う
な
気
持
ち
で
す
。

こ
の
情
報
誌「
林
野
」へ
の
寄
稿
は
、
大

学
生
と
同
じ
年
代
の
私
か
ら
み
た
林
業
の

世
界
が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
を
、
感
じ

た
ま
ま
正
直
に
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

地
方
で
活
動
し
た
際
に
は
「
情
報
誌
林

野
み
た
よ
！
」「
す
ご
く
想
い
が
伝
わ
っ

た
」
と
直
接
言
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
、
と
て
も
嬉
し
く
、
私
の
原
動
力
と
な

り
ま
し
た
。
自
分
の
書
い
た
文
章
が
多
く

の
方
に
届
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
　

　
　

　
　
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

      

２
０
２
２
の
表
彰
式

12
月
、
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
に
て

S
D
Gs 

W
e
e
k 

E
X
P
O 

2
0
2
2

が
開
催
さ
れ
、
同
会
場
内
で
行
わ
れ
た
日

本
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
協
会
が
主
催
す
る

「
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
２
２
」
の
表

彰
式
に
出
席
致
し
ま
し
た
。

「
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」
は
、
木
で
暮

ら
し
と
社
会
を
豊
か
に
す
る
モ
ノ
・
コ
ト

を
表
彰
し
、
国
内
外
に
発
信
す
る
た
め
の

顕
彰
制
度
。
2
0
1
5
年
に
創
設
さ
れ
、

今
回
で
８
回
目
。
実
は
み
ど
り
の
女
神
が

誕
生
し
た
年
と
同
じ
な
ん
で
す
！

会
場
に
は
、
先
輩
女
神
か
ら
聞
い
て
い

た
通
り
、
本
当
に
魅
力
的
で
素
敵
な
受
賞

木
製
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ミス日本みどりの女神

成田　愛純
なりた　　　 あすみ

みどりの
女神が行く！

私
も
展
示
さ
れ
て
い
る
受
賞
作
品
を
拝

見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
き
な
建

物
や
小
さ
な
文
具
ま
で
、
デ
ザ
イ
ン
の
美

し
さ
に
目
を
惹
か
れ
ま
す
！
自
転
車
や
ペ

ン
や
お
も
ち
ゃ
に
、
木
目
模
様
の
魅
力
や

柔
ら
か
さ
が
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。「
こ

ん
な
と
こ
ろ
に
も
木
を
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
ん
だ
！
」
と
新
た
な
発
見
が
で
き

た
作
品
も
あ
り
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
見

学
し
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
本
当

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

表
彰
式
終
了
後
、
会
場
内
に
あ
る
「
森

と
木
で
拓
く
S
D
G
s
ゾ
ー
ン
〜
森
と
木

の
あ
る
暮
ら
し
の
提
案
〜
」
の
ブ
ー
ス
を

訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

各
ブ
ー
ス
で
は
日
本
の
森
林
を
守
る
こ

と
に
繋
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
神
奈
川
県
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▲ ウッドデザイン賞 2022 表彰式にて

日
本
の
森
林
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ

は
、
文
化
や
生
活
に
木
を
取
り
入
れ
て
い

る
と
こ
ろ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
言
わ
れ

て
み
な
い
と
気
が
付
か
な
い
く
ら
い
普
通

の
こ
と
で
、
女
神
に
な
っ
て
か
ら
木
を
使

う
モ
ノ
、
コ
ト
に
目
が
向
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
林
業
の
課
題
は
、
引
き

継
い
で
く
れ
る
若
者
を
増
や
す
こ
と
や
、

木
を
使
う
場
面
を
増
や
す
こ
と
と
い
う
こ

と
も
分
か
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
課
題
点

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
日
本
の
森
林
文
化

を
誇
り
に
思
う
と
同
時
に
責
任
も
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
い
つ
か
ロ
グ
ハ
ウ
ス
に
住
み
、
木

に
囲
ま
れ
た
生
活
を
実
現
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
一
年
で

私
が
感
じ
、
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の

女
優
人
生
の
中
に
も
し
っ
か
り
と
折
り
込

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
森
林
の
大

切
さ
を
い
つ
も
ど
こ
か
で
考
え
、
森
林
と

と
も
に
生
き
て
い
く
女
優
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
何
か
の
形
で
お
目
に
か
か
れ
る
よ

う
、
頑
張
り
ま
す
！
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



の
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で
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体
験
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や
、
子

ど
も
達
が
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う
20
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の
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の
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り
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要
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が
具
体
的
に
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明
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て
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て
も
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く
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た
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く
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く
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。
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、
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の
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ど
り
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取
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伐
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く
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め
に
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な
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と
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な
い
焦
り
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
１
年
の
間
に
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
扱
え

る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
き
の
こ
マ
イ
ス
タ

ー
の
資
格
を
取
得
し
た
り
、
専
門
的
な
学

び
で
新
し
い
世
界
の
見
方
を
身
に
付
け
た

よ
う
な
気
持
ち
で
す
。

こ
の
情
報
誌「
林
野
」へ
の
寄
稿
は
、
大

学
生
と
同
じ
年
代
の
私
か
ら
み
た
林
業
の

世
界
が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
を
、
感
じ

た
ま
ま
正
直
に
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

地
方
で
活
動
し
た
際
に
は
「
情
報
誌
林

野
み
た
よ
！
」「
す
ご
く
想
い
が
伝
わ
っ

た
」
と
直
接
言
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
、
と
て
も
嬉
し
く
、
私
の
原
動
力
と
な

り
ま
し
た
。
自
分
の
書
い
た
文
章
が
多
く

の
方
に
届
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
　

　
　

　
　
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

      

２
０
２
２
の
表
彰
式

12
月
、
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
に
て

S
D
Gs 

W
e
e
k 

E
X
P
O 

2
0
2
2

が
開
催
さ
れ
、
同
会
場
内
で
行
わ
れ
た
日

本
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
協
会
が
主
催
す
る

「
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
２
２
」
の
表

彰
式
に
出
席
致
し
ま
し
た
。

「
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」
は
、
木
で
暮

ら
し
と
社
会
を
豊
か
に
す
る
モ
ノ
・
コ
ト

を
表
彰
し
、
国
内
外
に
発
信
す
る
た
め
の

顕
彰
制
度
。
2
0
1
5
年
に
創
設
さ
れ
、

今
回
で
８
回
目
。
実
は
み
ど
り
の
女
神
が

誕
生
し
た
年
と
同
じ
な
ん
で
す
！

会
場
に
は
、
先
輩
女
神
か
ら
聞
い
て
い

た
通
り
、
本
当
に
魅
力
的
で
素
敵
な
受
賞

木
製
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
も
展
示
さ
れ
て
い
る
受
賞
作
品
を
拝

見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
き
な
建

物
や
小
さ
な
文
具
ま
で
、
デ
ザ
イ
ン
の
美

し
さ
に
目
を
惹
か
れ
ま
す
！
自
転
車
や
ペ

ン
や
お
も
ち
ゃ
に
、
木
目
模
様
の
魅
力
や

柔
ら
か
さ
が
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。「
こ

ん
な
と
こ
ろ
に
も
木
を
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
ん
だ
！
」
と
新
た
な
発
見
が
で
き

た
作
品
も
あ
り
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
見

学
し
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
本
当

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

表
彰
式
終
了
後
、
会
場
内
に
あ
る
「
森

と
木
で
拓
く
S
D
G
s
ゾ
ー
ン
〜
森
と
木

の
あ
る
暮
ら
し
の
提
案
〜
」
の
ブ
ー
ス
を

訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

各
ブ
ー
ス
で
は
日
本
の
森
林
を
守
る
こ

と
に
繋
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
神
奈
川
県

19 2023.1 No.190 林野

1年を振り返って

Photo 
gallery

日
本
の
森
林
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ

は
、
文
化
や
生
活
に
木
を
取
り
入
れ
て
い

る
と
こ
ろ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
言
わ
れ

て
み
な
い
と
気
が
付
か
な
い
く
ら
い
普
通

の
こ
と
で
、
女
神
に
な
っ
て
か
ら
木
を
使

う
モ
ノ
、
コ
ト
に
目
が
向
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
林
業
の
課
題
は
、
引
き

継
い
で
く
れ
る
若
者
を
増
や
す
こ
と
や
、

木
を
使
う
場
面
を
増
や
す
こ
と
と
い
う
こ

と
も
分
か
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
課
題
点

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
日
本
の
森
林
文
化

を
誇
り
に
思
う
と
同
時
に
責
任
も
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
い
つ
か
ロ
グ
ハ
ウ
ス
に
住
み
、
木

に
囲
ま
れ
た
生
活
を
実
現
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
一
年
で

私
が
感
じ
、
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の

女
優
人
生
の
中
に
も
し
っ
か
り
と
折
り
込

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
森
林
の
大

切
さ
を
い
つ
も
ど
こ
か
で
考
え
、
森
林
と

と
も
に
生
き
て
い
く
女
優
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
何
か
の
形
で
お
目
に
か
か
れ
る
よ

う
、
頑
張
り
ま
す
！
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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　「林業イノベーションハブ
センターの取組」は非常に
興味深く、将来の林業に向
け研究開発を進めているこ
とが良く分りました。

　特集「森の春を感じる」
は、まさしく春を感じる野
草や野鳥、昆虫等の紹介に
ほっこり和みました。

　「山地災害に備える」の写
真と標語に心が動かされま
した。今後も粘り強く広報
活動に尽力をお願いしたい。

　特集「ウッド・チェンジ 
対談」では、皇居が目の前
という立地に、木をふんだ
んに使ったビルに建て替え
るというプロジェクトに、大
変興味をもちました。時代
のトップランナーとしての気
概を強く感じました。

　特集の樹木採取権制度
は、初めて知りました。伐
採規模がかなり拡大されそ
うなので、再造林はしっかり
と行ってもらいたいです。

　しいたけの原産地表示の
変更をお知らせする漫画が
かわいかったです。写真や
見出しが見やすく、とても
読みやすかったです。

　木材輸入の記事は製品別
にまとめられていましたが、
用途や目的などがイメージ
できる説明があるとよいと
思いました。

読者のみなさまからの

ご感想

検 索情報誌 林野
「林野」は林野庁HPでもご覧になれます。詳しくは

2022年上半期（１～６月）の
木材輸入実績について
2022年上半期（１～６月）の
木材輸入実績について

TOPICS2

・　「うんこドリル」が気になります。地元で使ってもらいたいです。
・　もっと広く国民が関心を持てるように国有林見学ツアーのような企画をして欲しい。
・　別枠で語句説明欄を設けた方が良いと思いました。

ご意見等

　情報誌「林野」では毎号ア
ンケートを募集しています。
　昨年頂いたご感想の中から
主なものを紹介します。

／都道府県／市町村

令和4年度 山地災害防止キャンペーン令和4年度 山地災害防止キャンペーン
期 間

主 催
5月20日（金） 6月30日（木）令和

4年

協  賛 (一社)日本治山治水協会

 
▲山地災害防止写真コンクール最優秀賞  市館函 道海北（ 郎太竜 本山

と
熱
情

 

で
学
科
と
恵
知
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